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表紙の写真

J･F･ラザフォード兄弟をはじめ天に行く希望を持つ人たちは，今の邪悪な体制を神が滅ぼすというメッセージを大胆に伝えた。（研究記事14の8節を参照。）
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研究記事14

北からの攻撃


「国民が，私の土地に来た」。ヨエル 1:6

95番の歌 光は明るさを増す

何を学ぶか*




 1. ラッセル兄弟と仲間たちはどんな方法で聖書を研究しましたか。これが良い方法だといえるのはなぜですか。

今から100年以上前，C･T･ラッセル兄弟と仲間たちから成る少人数の聖書研究者たちが会合を開くようになりました。エホバ神，イエス･キリスト，死者の状態，贖いについての聖書の本当の教えを知りたいと思ったのです。研究方法はシンプルなものでした。誰かが疑問点を挙げ，そのテーマに関係のある聖句全てをみんなで調べていく，という方法です。最後に結論を記録します。エホバの祝福により，誠実な聖書研究者たちは聖書の多くの基本的な教えを確認できました。それらの教えを今の私たちも大切に思っています。

 2. 聖書の預言を理解しようとする時に，どんなことで間違いが入り込むことがありますか。

2 聖書研究者たちはやがて，ある教理に関する聖書の教えを理解するよりも，聖書の預言の意味を正確に見分ける方が難しいことに気付きました。なぜ難しいのでしょうか。1つとして，預言は多くの場合，実現の途上にあるか，実現した後でなければ十分に理解できないからです。もう1つの点として，預言を正確に理解するには文脈を考えなければなりません。預言の一面に注目してほかの面を考えないなら，間違って解釈してしまうかもしれません。今回，この点を踏まえてヨエル書の預言が再考されました。その預言を振り返り，これまでの理解をなぜ調整する必要があるかを考えましょう。

3-4. 私たちはこれまでヨエル 2章7-9節の預言をどのように理解していましたか。

3 ヨエル 2:7-9を読む。ヨエルはバッタの大発生によってイスラエルの土地が荒らされることを予告しました。ライオンのような歯や顎を持つバッタは，あらゆる草木を食い尽くします。（ヨエ 1:4，6）多年にわたり，この預言はエホバの民による伝道活動の様子を預言的に表すものと考えられてきました。バッタの大群が進むのと同じような勢いで行われる伝道活動です。宗教指導者たちの手中にある「土地」，つまり人々がその活動によって壊滅的な打撃を受ける，と理解していました。*

4 ヨエル 2章7-9節だけを読むなら，この説明はもっともに思えるかもしれません。しかし，この預言の文脈も考えると異なった理解に至ります。理解が調整された4つの理由を確かめましょう。






4つの理由


5-6. （ア）ヨエル 2章20節からどんな疑問が生じますか。（イ）ヨエル 2章25節からどんな疑問が生じますか。

5 第一に，大発生したバッタについてエホバが何と述べているかに注目してください。「私は北から来る者たち[バッタ]をあなたたちから遠ざけ[る]」。（ヨエ 2:20）バッタが，イエスの命令通りに伝道し人々を弟子とするエホバの証人を表すのであれば，なぜエホバによって遠ざけられるのでしょうか。（エゼ 33:7-9。マタ 28:19，20）エホバが遠ざけるのは，エホバに忠実に仕える人々ではなく，エホバの民に敵対するものであるに違いありません。

6 第二に，ヨエル 2章25節を考えましょう。エホバがこう言っています。「群がるバッタ，羽のないバッタ，食い荒らすバッタ，食らい付くバッタ，あなたたちの所に私が送り込んだ大軍が食い尽くした年月を，私は埋め合わせる」。バッタの被害をエホバが「埋め合わせる」のです。バッタが王国について伝道する人々を表すのであれば，王国についてのメッセージは被害をもたらすことになってしまいます。でも，そのメッセージは命を救います。心を動かされて悔い改める悪人もいます。（エゼ 33:8，19）伝道は人々のためになるのです。

 7. ヨエル 2章28，29節の「その後」という表現に注目する必要があるのはなぜですか。

7 ヨエル 2:28，29を読む。第三に，預言されている出来事の順序を考えましょう。エホバは「その後，私は聖なる力を……注ぐ」と言っています。バッタが任務を終えた後です。バッタが王国について伝道する人々だとしたら，伝道が完了した後に聖なる力が注がれることになってしまいます。でも実際には，強力な聖なる力が注がれていたので，反対や禁令の中で何十年も伝道を続けることができました。



[image: 初期の伝道活動の様子。1. 本が詰まった車輪付きスーツケース「移動式黎明」を持つ姉妹。2. プラカードやポスターを持って歩く兄弟姉妹。3. サウンドカー。4. 雑誌を掲げる兄弟。5. 大会で話をするジョセフ･F･ラザフォード兄弟。6. 家の人に蓄音機を聞かせる兄弟。]

J･F･ラザフォード兄弟をはじめ天に行く希望を持つ人たちは，今の邪悪な体制を神が滅ぼすというメッセージを大胆に伝えた。（8節を参照。）





 8. 啓示 9章1-11節のバッタは誰を表していますか。（表紙の写真を参照。）

8 啓示 9:1-11を読む。第四の理由です。以前私たちは，ヨエルが預言したバッタの災厄を伝道活動と結び付けていました。「ヨハネへの啓示」の預言に似ているからです。啓示の預言に出てくるバッタの群れは，人間の顔を持ち，頭に「金の冠のような物」をかぶっています。（啓 9:7）この描写は，天に行く希望を持つ人々に当てはまるものと思われます。バッタは，「額に神の証印がない人々」つまり神の敵たちを5カ月間苦しめます。5カ月はバッタの平均的な寿命です。（啓 9:4，5）今の邪悪な体制を神が滅ぼすというメッセージを大胆に伝えるので，今の体制を支持する人々はとても嫌がり，苦しめられていると感じます。

 9. ヨエルが見たバッタとヨハネが見たバッタには，どんな大きな違いがありますか。

9 「ヨハネへの啓示」の預言とヨエル書の預言には確かに似ている所があります。でも，大きな違いもあります。ヨエルの預言では，バッタは草木を食い荒らします。（ヨエ 1:4，6，7）ヨハネが見た幻では，バッタは「地上の植物を……損なってはならない」と告げられています。（啓 9:4）ヨエルが見たバッタは北から来ました。（ヨエ 2:20）ヨハネが見たバッタは底知れぬ深みから出てきました。（啓 9:2，3）ヨエルが見たバッタは遠ざけられます。一方，ヨハネが見たバッタは遠ざけられず，務めを完了します。エホバに嫌われてはいません。（「バッタについての預言 似ているが異なる」という囲みを参照。）

バッタについての預言 似ているが異なる


ヨエル 1:4; 2:7-9，20

	

[image: バビロニアの兵士たちが剣ややりを持っている。後ろにはバッタの大群が見える。]



  北から来る。



	  草木を食い荒らす。



	  遠ざけられる。



	  紀元前607年にエルサレムに攻め込んだバビロニア軍を表している。





啓示 9:1-11

	

[image: 兄弟姉妹がプラカードやポスターを持って伝道している。下にはバッタの大群が見える。]



  底知れぬ深みから出てくる。



	  植物を損なうことが許されていない。



	  務めを完了する。



	  天に行く希望を持ち，エホバによる処罰について大胆に伝える人たちを表している。









10. ある象徴表現が文脈によって異なる意味を持つことを示す，どんな例がありますか。

10 2つの預言には大きな違いがあります。ですから，この2つの預言は無関係です。従って，ヨエルが見た「バッタ」とヨハネが見た「バッタ」は別のものを指しています。聖書では，ある象徴表現が文脈によって異なる意味を持つことがあります。例えば，啓示 5章5節ではイエスが「ユダ族の者であるライオン」と呼ばれ，ペテロ第一 5章8節では悪魔が「ほえるライオン」と呼ばれています。こうした事柄を考え合わせ，ヨエルの預言の意味が再考されました。どんな意味があるのでしょうか。






どんな意味があるか


11. バッタは何を表していますか。ヨエル 1章6節，2章1，8，11節からどんなヒントが得られますか。

11 ヨエルの預言の文脈を調べると，軍隊による攻撃が予告されていたことが分かります。（ヨエ 1:6; 2:1，8，11）エホバは，「大軍」であるバビロニアの兵士たちを用いて不従順なイスラエル人を処罰する，と言いました。（ヨエ 2:25）バビロニアの軍隊が「北から来る者たち」と呼ばれているのは適切です。北方からイスラエルに攻めてきたからです。（ヨエ 2:20）バビロニアの軍隊は，襲来するバッタの大群のようです。ヨエルはこう描写しています。「それぞれ[兵士たち]が自分の進路を行く。……町の中へ突き進み，城壁の上を走る。家々に上り，泥棒のように窓から入り込む」。（ヨエ 2:8，9）様子を思い描くことができますか。あちこちに兵士がいて，どこにも隠れることができません。剣を持つバビロニアの軍隊から誰も逃げることができないのです。

12. バッタについてのヨエルの預言はどのように実現しましたか。

12 バビロニア人（カルデア人）は紀元前607年にエルサレムに攻め込みました。聖書はこう伝えています。「[カルデア人の]王は……若者たちを剣で殺し，若い男女にも老人にも病弱な人にも同情しなかった。神は全てを王の手に渡したのである。真の神の家を焼き払い，エルサレムの城壁を破壊し，防備された塔を全て焼き，貴重な物を全部壊した」。（代二 36:17，19）バビロニア人がエルサレムを壊滅させると，人々は，「ここは人も動物もいない荒れ地で，カルデア人の手に渡された」と言います。（エレ 32:43）

13. エレミヤ 16章16，18節はどんなことを述べていますか。

13 ヨエルが預言してから約200年後，エホバはエレミヤに，エルサレムへの攻撃の詳細を予告させました。悪を行うイスラエル人が徹底的に捜され，捕らえられるという予告です。「エホバはこう宣言する。『私は多くの漁師を呼び集め，彼らは人々を捕らえる。その後，私は多くの狩人を呼び集め，彼らは人々を狩り出す。全ての山や丘で，また大岩の裂け目から。私は……彼らの過ちと罪に対して十分に返報する』」。バビロニア人が攻めてくる時，悔い改めないイスラエル人が隠れることのできる場所は，海にも森にもありません。（エレ 16:16，18）






復興


14. ヨエル 2章28，29節はいつ実現しましたか。

14 ヨエルは次に，明るいメッセージを伝えています。土地が復興し，作物を実らせるのです。（ヨエ 2:23-26）その後，ある時点で，神からの知識が豊かに与えられます。エホバは言いました。「私は聖なる力をあらゆる人に注ぐ。あなたたちの息子や娘は預言[する]。……私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぐ」。（ヨエ 2:28，29）この言葉の通りにエホバの聖なる力が注がれたのは，イスラエル人がバビロンから故国に戻ったすぐ後のことではありません。何百年も後である西暦33年のペンテコステの日のことです。なぜそういえますか。

15. ペテロは使徒 2章16，17節でヨエル 2章28節を引用した時，どの表現を変えましたか。そのことにはどんな意味がありますか。

15 使徒ペテロは神に導かれ，ヨエル 2章28，29節を西暦33年のペンテコステの日に起きた驚くべき出来事に結び付けました。午前9時ごろ，聖なる力が注がれるという奇跡が起き，聖なる力が注がれた人は「神の偉大な働きについて」話し始めました。（使徒 2:11）神に導かれていたペテロは，ヨエルの預言を引用した時，少し異なる表現を用いました。どの表現を変えたのでしょうか。（使徒 2:16，17を読む。）「その後」という前置きの代わりに，「終わりの時代に」という表現を使いました。この文脈では，ユダヤ人の体制の終わりの時代を指しています。その時代に，神の聖なる力が「あらゆる人に」注がれました。従って，ヨエルのこの預言が実現するまでに，かなりの年月が経過したことになります。

16. 神の聖なる力が働いて，1世紀に伝道はどれほどの規模で行われましたか。今の時代はどうですか。

16 1世紀に神の聖なる力が注がれてから，伝道は目を見張る規模で行われるようになりました。使徒パウロがコロサイのクリスチャンに手紙を書いた西暦61年ごろには，良い知らせが「天の下の至る所で伝えられ」ている，と語ることができました。（コロ 1:23）パウロの時代に知られていた世界の「至る所」にまで伝えられたのです。今の時代はどうですか。エホバの強力な聖なる力が働いてきたため，伝道はもっと広い範囲で，「地の果てにまで」行われています。（使徒 13:47。「私は聖なる力を……注ぐ」という囲みを参照。）

「私は聖なる力を……注ぐ」


西暦33年のペンテコステの日，約3000人がバプテスマを受けてイエス･キリストの弟子になりました。その人たちは直ちにイエスについての真理を伝え始めました。エホバが熱心な伝道活動を祝福したことは明らかです。「何万人もの信者」がキリストの弟子になりました。（使徒 2:41; 21:20）

合わせて何人が信者になったのでしょうか。聖書は何も述べていません。1世紀の終わりの時点でも，信者の数は14万4000人にはとても届かなかったでしょう。エホバはその頃，天の王国を授けられる人たちを選んでいました。1世紀に信者が大きく増えたのは，エホバが初期のクリスチャンに聖なる力を注いでいた証拠です。（使徒 2:16-18）しかし，天に行く人たちの大多数が選ばれたのは今の時代のことです。

今の時代にエホバは，ご自分に仕える人たちに聖なる力を注いでいるでしょうか。確かに注いでいます。次の事実を考えてください。記録によれば，1919年の全世界の伝道者数は6000人以下でした。エホバはその人たちの活動を祝福しました。1983年以降，毎年14万4000人をはるかに上回る人たちがバプテスマを受け，エホバの証人になっているからです。エホバはご自分に仕える人たちに，「私は聖なる力を……注ぐ」と約束していました。その約束は果たされています。（ヨエ 2:28，29）










何が変わったか


17. バッタに関するヨエルの預言は，何について予告していましたか。

17 今回，何が変わりましたか。ヨエル 2章7-9節の預言を正確に理解できるようになりました。この聖句は，エホバの民による熱心な伝道活動に関する予告ではありません。紀元前607年にエルサレムに攻め込んだバビロニア軍の行動について予告していたのです。

18. 何は変わっていませんか。

18 何は変わっていませんか。エホバの民がどこででも，いろいろな方法を使って良い知らせを伝えていく，という点です。（マタ 24:14）政府が制限を課しても，私たちは伝道する任務を果たします。エホバが祝福してくださっているので，これまで以上に熱心に，勇気を奮って，王国についての良い知らせを伝えます。私たちは謙虚な気持ちで，聖書の預言を正しく理解するための導きをエホバに求めます。エホバはふさわしい時に，「真理を十分に理解できるように導いて」くださいます。（ヨハ 16:13）







説明できますか


	  聖書預言の理解を調整しなければならない場合があるのはなぜですか。



	  ヨエル 2章7-9節は，何に関する預言ですか。



	  今回の調整によって信仰が強められるのはなぜですか。









97番の歌 神の言葉によって生きる

^ 5節 私たちは多年にわたり，ヨエル 1章と2章の預言は現代の伝道活動を予告するものだと考えてきました。しかし，ヨエルの預言のこの部分について理解を調整する必要があることが分かりました。4つの理由があります。どんな理由でしょうか。


^ 3節 「ものみの塔」2009年4月15日号「創造物に見られるエホバの知恵」という記事の14-16節を参照。






^ （ヨエ 1:6） 強くて数の多い国民が，私の土地に来たからだ。 歯はライオンの歯のようで， 顎はライオンの顎のようだ。



^ （ヨエ 2:7-9） 戦士のように突撃してくる。 兵士のように城壁をよじ登ってくる。 それぞれが自分の進路から離れず，道からそれない。  8 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。  9 町の中へ突き進み，城壁の上を走る。 家々に上り，泥棒のように窓から入り込む。



^ 3節 （ヨエ 2:7-9） 戦士のように突撃してくる。 兵士のように城壁をよじ登ってくる。 それぞれが自分の進路から離れず，道からそれない。  8 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。  9 町の中へ突き進み，城壁の上を走る。 家々に上り，泥棒のように窓から入り込む。



^ 3節 （ヨエ 1:4） 食らい付くバッタが残したものは，群がるバッタが食べた。 群がるバッタが残したものは，羽のないバッタが食べた。 羽のないバッタが残したものは，食い荒らすバッタが食べた。



^ 3節 （ヨエ 1:6） 強くて数の多い国民が，私の土地に来たからだ。 歯はライオンの歯のようで， 顎はライオンの顎のようだ。



^ 4節 （ヨエ 2:7-9） 戦士のように突撃してくる。 兵士のように城壁をよじ登ってくる。 それぞれが自分の進路から離れず，道からそれない。  8 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。  9 町の中へ突き進み，城壁の上を走る。 家々に上り，泥棒のように窓から入り込む。



^ （ヨエ 2:20） 私は北から来る者たちをあなたたちから遠ざけ， 乾いて荒れ果てた所に追いやる。 彼らの前衛を東の海*に，後衛を西の海*に追い払う。 彼らからひどい臭いが立ち上り，悪臭が立ち込める。 神は偉大なことを行うのである』。

死海のこと。
地中海のこと。


^ （ヨエ 2:25） 群がるバッタ，羽のないバッタ， 食い荒らすバッタ，食らい付くバッタ， あなたたちの所に私が送り込んだ大軍が食い尽くした年月を， 私は埋め合わせる。



^ 5節 （ヨエ 2:20） 私は北から来る者たちをあなたたちから遠ざけ， 乾いて荒れ果てた所に追いやる。 彼らの前衛を東の海*に，後衛を西の海*に追い払う。 彼らからひどい臭いが立ち上り，悪臭が立ち込める。 神は偉大なことを行うのである』。

死海のこと。
地中海のこと。


^ 5節 （エゼ 33:7-9） 人の子よ，私はあなたをイスラエル国民の見張りに任命した。あなたは私の口から出る言葉を聞いたら，私からの警告を彼らに伝えなければならない。 8 私が悪い人に，『あなたは悪いことをしているので必ず死ぬ』と言うのに，あなたがその人にはっきり警告せず，生き方を変えるよう諭さないなら，その人は自分の過ちのために悪人として死ぬことになるが，私はその人の死の責任をあなたに問う*。 9 一方，あなたが悪い人に警告し，悪い行いをやめるよう諭したのに，その人が生き方を変えようとしないなら，その人は自分の過ちのために死ぬが，あなたは自分の命を救うことになる。

または，「その人の血の代価をあなたに求める」。


^ 5節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 6節 （ヨエ 2:25） 群がるバッタ，羽のないバッタ， 食い荒らすバッタ，食らい付くバッタ， あなたたちの所に私が送り込んだ大軍が食い尽くした年月を， 私は埋め合わせる。



^ 6節 （エゼ 33:8） 私が悪い人に，『あなたは悪いことをしているので必ず死ぬ』と言うのに，あなたがその人にはっきり警告せず，生き方を変えるよう諭さないなら，その人は自分の過ちのために悪人として死ぬことになるが，私はその人の死の責任をあなたに問う*。

または，「その人の血の代価をあなたに求める」。


^ 6節 （エゼ 33:19） 一方，悪い人が悪い行いをやめて，公正で正しいことを行う場合，その人は生き続ける。



^ （ヨエ 2:28， 29） その後，私は聖なる力*をあらゆる人に注ぐ。 あなたたちの息子や娘は預言し， 老人は夢を見，若者は幻を見る。 29 その時，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぐ。

用語集参照。


^ 7節 （ヨエ 2:28， 29） その後，私は聖なる力*をあらゆる人に注ぐ。 あなたたちの息子や娘は預言し， 老人は夢を見，若者は幻を見る。 29 その時，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぐ。

用語集参照。


^ 8節 （啓 9:7） バッタの姿は，戦いの準備が整った馬に似ていた。頭には金の冠のような物をかぶっており，顔は人間の顔のようだった。



^ 8節 （啓 9:4， 5） バッタに告げられたのは，地上の植物を，どんな草や木も損なってはならないが，額に神の証印がない人々には害を加えてよい，ということだった。 5 バッタに許されたのは，人々を殺すことではなく，5カ月間苦しめることだった。人々が味わう苦しみは，サソリに刺された*時の苦しみのようだった。

もしかすると，「バッタが与える苦しみは，サソリが刺す」。


^ 9節 （ヨエ 1:4） 食らい付くバッタが残したものは，群がるバッタが食べた。 群がるバッタが残したものは，羽のないバッタが食べた。 羽のないバッタが残したものは，食い荒らすバッタが食べた。



^ 9節 （ヨエ 1:6， 7） 強くて数の多い国民が，私の土地に来たからだ。 歯はライオンの歯のようで， 顎はライオンの顎のようだ。  7 私のブドウの木を荒らし，私のイチジクの木を切り株にした。 丸裸にし，小枝の皮まで剝いで，投げ捨てた。



^ 9節 （啓 9:4） バッタに告げられたのは，地上の植物を，どんな草や木も損なってはならないが，額に神の証印がない人々には害を加えてよい，ということだった。



^ 9節 （ヨエ 2:20） 私は北から来る者たちをあなたたちから遠ざけ， 乾いて荒れ果てた所に追いやる。 彼らの前衛を東の海*に，後衛を西の海*に追い払う。 彼らからひどい臭いが立ち上り，悪臭が立ち込める。 神は偉大なことを行うのである』。

死海のこと。
地中海のこと。


^ 9節 （啓 9:2， 3） その者が底知れぬ深みに通じる穴を開くと，大きな炉から出るような煙が穴から立ち上り，その煙によって太陽と空*が暗くなった。 3 そして，煙の中からバッタの群れが地上に出てきた。そのバッタには，地上のサソリが持つのと同じ権威が与えられた。

または，「空気」。


^ （ヨエ 1:4） 食らい付くバッタが残したものは，群がるバッタが食べた。 群がるバッタが残したものは，羽のないバッタが食べた。 羽のないバッタが残したものは，食い荒らすバッタが食べた。



^ （ヨエ 2:7-9） 戦士のように突撃してくる。 兵士のように城壁をよじ登ってくる。 それぞれが自分の進路から離れず，道からそれない。  8 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。  9 町の中へ突き進み，城壁の上を走る。 家々に上り，泥棒のように窓から入り込む。



^ （ヨエ 2:20） 私は北から来る者たちをあなたたちから遠ざけ， 乾いて荒れ果てた所に追いやる。 彼らの前衛を東の海*に，後衛を西の海*に追い払う。 彼らからひどい臭いが立ち上り，悪臭が立ち込める。 神は偉大なことを行うのである』。

死海のこと。
地中海のこと。


^ 10節 （啓 5:5） しかし，長老の1人が私に言った。「泣くのをやめなさい。見なさい，ユダ族の者であるライオン，ダビデの根である方が征服したので，巻物を開き，7つの封印を解くことができます」。



^ 10節 （ペテ一 5:8） 頭がさえた状態*を保ち，油断なく見張ってください。敵である悪魔が，ほえるライオンのように歩き回って，誰かをむさぼり食おうとして*います。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「むさぼり食おうと探して」。


^ （ヨエ 1:6） 強くて数の多い国民が，私の土地に来たからだ。 歯はライオンの歯のようで， 顎はライオンの顎のようだ。



^ （ヨエ 2:1） 「シオンで角笛を吹き鳴らせ！ 私の聖なる山でときの声を上げよ。 この土地*の住民は皆，震え上がれ。 エホバの日が来るからだ！ それは近い。

または，「地上」。


^ （ヨエ 2:8） 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。



^ （ヨエ 2:11） エホバは自分の軍勢の前で声を上げる。 その陣営には非常に多くの者がいる。 自分の言葉を実行する神*は強い。 エホバの日は非常に畏るべき大いなる日。 いったい誰が耐えられるだろうか」。

もしかすると，「神の言葉を実行する者」。


^ 11節 （ヨエ 1:6） 強くて数の多い国民が，私の土地に来たからだ。 歯はライオンの歯のようで， 顎はライオンの顎のようだ。



^ 11節 （ヨエ 2:1） 「シオンで角笛を吹き鳴らせ！ 私の聖なる山でときの声を上げよ。 この土地*の住民は皆，震え上がれ。 エホバの日が来るからだ！ それは近い。

または，「地上」。


^ 11節 （ヨエ 2:8） 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。



^ 11節 （ヨエ 2:11） エホバは自分の軍勢の前で声を上げる。 その陣営には非常に多くの者がいる。 自分の言葉を実行する神*は強い。 エホバの日は非常に畏るべき大いなる日。 いったい誰が耐えられるだろうか」。

もしかすると，「神の言葉を実行する者」。


^ 11節 （ヨエ 2:25） 群がるバッタ，羽のないバッタ， 食い荒らすバッタ，食らい付くバッタ， あなたたちの所に私が送り込んだ大軍が食い尽くした年月を， 私は埋め合わせる。



^ 11節 （ヨエ 2:20） 私は北から来る者たちをあなたたちから遠ざけ， 乾いて荒れ果てた所に追いやる。 彼らの前衛を東の海*に，後衛を西の海*に追い払う。 彼らからひどい臭いが立ち上り，悪臭が立ち込める。 神は偉大なことを行うのである』。

死海のこと。
地中海のこと。


^ 11節 （ヨエ 2:8， 9） 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。  9 町の中へ突き進み，城壁の上を走る。 家々に上り，泥棒のように窓から入り込む。



^ 12節 （代二 36:17） 神は彼らにカルデア人の王を差し向けた。王は聖なる所の家で若者たちを剣で殺し，若い男女にも老人にも病弱な人にも同情しなかった。神は全てを王の手に渡したのである。



^ 12節 （代二 36:19） 真の神の家を焼き払い，エルサレムの城壁を破壊し，防備された塔を全て焼き，貴重な物を全部壊した。



^ 12節 （エレ 32:43） あなたたちは，「ここは人も動物もいない荒れ地で，カルデア人の手に渡された」と言っているが，再びこの土地で畑が買われるようになる』。



^ （エレ 16:16） エホバはこう宣言する。 『私は多くの漁師を呼び集め， 彼らは人々を捕らえる。 その後，私は多くの狩人を呼び集め， 彼らは人々を狩り出す。 全ての山や丘で，また大岩の裂け目から。



^ （エレ 16:18） 私はまず，彼らの過ちと罪に対して十分に返報する。 彼らが，命のない汚らわしい偶像で私の土地を汚し， 私の所有地を忌まわしいもので満たしたからだ』」。



^ 13節 （エレ 16:16） エホバはこう宣言する。 『私は多くの漁師を呼び集め， 彼らは人々を捕らえる。 その後，私は多くの狩人を呼び集め， 彼らは人々を狩り出す。 全ての山や丘で，また大岩の裂け目から。



^ 13節 （エレ 16:18） 私はまず，彼らの過ちと罪に対して十分に返報する。 彼らが，命のない汚らわしい偶像で私の土地を汚し， 私の所有地を忌まわしいもので満たしたからだ』」。



^ （ヨエ 2:28， 29） その後，私は聖なる力*をあらゆる人に注ぐ。 あなたたちの息子や娘は預言し， 老人は夢を見，若者は幻を見る。 29 その時，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぐ。

用語集参照。


^ 14節 （ヨエ 2:23-26） シオンの子たち，エホバ神のことで喜び，歓喜せよ。 神は秋の雨を程よく降らせる。 あなたたちに豊かな雨を与える。 秋の雨と春の雨を，以前のように。 24 脱穀場は穀物でいっぱいになり， 搾り場は新しいぶどう酒と油であふれる。 25 群がるバッタ，羽のないバッタ， 食い荒らすバッタ，食らい付くバッタ， あなたたちの所に私が送り込んだ大軍が食い尽くした年月を， 私は埋め合わせる。 26 あなたたちは必ず満足するまで食べ， エホバ神の名を賛美する。 あなたたちのために神は奇跡を行ったから。 私の民は二度と恥をかかない。



^ 14節 （ヨエ 2:28， 29） その後，私は聖なる力*をあらゆる人に注ぐ。 あなたたちの息子や娘は預言し， 老人は夢を見，若者は幻を見る。 29 その時，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぐ。

用語集参照。


^ （使徒 2:16， 17） それどころか，これは預言者ヨエルを通して言われたことです。 17 『神は言う。「終わりの時代に，私は聖なる力をあらゆる人に注ぐ。あなたたちの息子や娘は預言し，若者は幻を見，老人は夢を見る。



^ （ヨエ 2:28） その後，私は聖なる力*をあらゆる人に注ぐ。 あなたたちの息子や娘は預言し， 老人は夢を見，若者は幻を見る。

用語集参照。


^ 15節 （ヨエ 2:28， 29） その後，私は聖なる力*をあらゆる人に注ぐ。 あなたたちの息子や娘は預言し， 老人は夢を見，若者は幻を見る。 29 その時，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぐ。

用語集参照。


^ 15節 （使徒 2:11） クレタ人，アラビア人もいる。その私たちが，神の偉大な働きについて彼らが私たちの言語で話すのを聞いているのだ」。



^ 15節 （使徒 2:16， 17） それどころか，これは預言者ヨエルを通して言われたことです。 17 『神は言う。「終わりの時代に，私は聖なる力をあらゆる人に注ぐ。あなたたちの息子や娘は預言し，若者は幻を見，老人は夢を見る。



^ 16節 （コロ 1:23） もちろん，そのためには，信仰を持ち続け，土台の上にしっかり立って動じないようにしなければなりません。天の下の至る所*で伝えられ，皆さんも聞いた良い知らせの希望から，離れていってはなりません。私パウロは，その良い知らせを広める奉仕者となりました。

または，「全創造物の中」。


^ 16節 （使徒 13:47） エホバ*は次のような言葉で私たちに命令しています。『私はあなたを国々の光に任命した。あなたは地の果てにまで救いをもたらすのである』」。

付録A5参照。


^ （使徒 2:41） それで，ペテロの言葉を喜んで受け入れた人はバプテスマを受け，その日に約3000人が加わった。



^ （使徒 21:20） それを聞くと，皆は神をたたえ始めた。しかしパウロにこう言った。「兄弟，知っていると思いますが，ユダヤ人の中には何万人もの信者がいて，皆，律法を守ることに熱心です。



^ （使徒 2:16-18） それどころか，これは預言者ヨエルを通して言われたことです。 17 『神は言う。「終わりの時代に，私は聖なる力をあらゆる人に注ぐ。あなたたちの息子や娘は預言し，若者は幻を見，老人は夢を見る。 18 その時代に，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぎ，彼らは預言する。



^ （ヨエ 2:28， 29） その後，私は聖なる力*をあらゆる人に注ぐ。 あなたたちの息子や娘は預言し， 老人は夢を見，若者は幻を見る。 29 その時，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぐ。

用語集参照。


^ 17節 （ヨエ 2:7-9） 戦士のように突撃してくる。 兵士のように城壁をよじ登ってくる。 それぞれが自分の進路から離れず，道からそれない。  8 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。  9 町の中へ突き進み，城壁の上を走る。 家々に上り，泥棒のように窓から入り込む。



^ 18節 （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^ 18節 （ヨハ 16:13） しかし，その者，すなわち真理を伝える聖なる力が来ると，真理を十分に理解できるように導いてくれます。その者は自分の考えで話すのではなく，聞いたことを話し，将来のことを告げます。



^ （ヨエ 2:7-9） 戦士のように突撃してくる。 兵士のように城壁をよじ登ってくる。 それぞれが自分の進路から離れず，道からそれない。  8 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。  9 町の中へ突き進み，城壁の上を走る。 家々に上り，泥棒のように窓から入り込む。








研究記事15

色づいた畑が見えますか


「目を上げて畑を見なさい。もう色づいて収穫できます」。ヨハネ 4:35

64番の歌 喜んで収穫に参加する

何を学ぶか*




1-2. ヨハネ 4章35，36節でイエスが述べた言葉にはどんな意味がありましたか。

イエスは旅の道中，青々とした大麦の畑の間を通りました。（ヨハ 4:3-6）大麦の収穫までまだ4カ月ほどあります。それにもかかわらずイエスは，「目を上げて畑を見なさい。もう色づいて収穫できます」と言いました。（ヨハネ 4:35，36を読む。）どういう意味でそう言ったのでしょうか。

2 イエスは文字通りの収穫のことではなく，人々を集めることについて述べていたようです。直前の出来事について考えてみましょう。ユダヤ人は大抵，サマリア人と関わりを持ちませんでした。それでもイエスは，サマリア人女性に伝道し，その女性が耳を傾けたのです。イエスについて女性から聞いた大勢のサマリア人は，もっと話を聞きたいと思ってイエスの所に向かいます。それはちょうどイエスが畑は「もう色づいて収穫できます」と語った時のことでした。（ヨハ 4:9，39-42）この記述について，ある聖書解説書にはこう書かれています。「イエスの話を聞くために人々はすぐに行動した。その人たちは色づいて収穫できる穂のようだった」。



[image: イエスが大麦畑のそばで弟子たちと話している。]

畑は色づいていると考えるなら，私たちは何をしますか。（3節を参照。）





 3. 人々に対してイエスと同じ見方をするなら，どんなことを行いますか。

3 あなたは区域の人々に対してどんな見方をしていますか。収穫できる状態にある人々と見ていますか。そう見ていることは，次の3つの点に表れるでしょう。第一に，緊急性をさらに意識して伝道します。収穫の期間は限られているので，時間を無駄にしません。第二に，良い知らせに耳を傾ける人に会えた時に喜びます。聖書に「収穫の時に喜ぶ人々」とある通りです。（イザ 9:3）第三に，どんな人も弟子になる見込みのある人と見て，それぞれの人の関心に合った事柄を話します。

 4. この記事では，パウロから学べるどんな点を考えますか。

4 イエスの弟子たちは，サマリア人が弟子になることはないと思ったかもしれません。しかしイエスはサマリア人を見限ったりせず，弟子になる見込みのある人と見ていました。私たちも区域の人々をイエスの弟子になる可能性のある人と見る必要があります。使徒パウロは際立った手本を残しました。この記事では，パウロから学べる3つの点を考えます。（1）相手の信じていることを知る，（2）何に関心があるかを見極める，（3）人々を弟子になる見込みのある人と見る，という点です。






何を信じているか


 5. 会堂にいる人たちのことをパウロがよく理解できたのはなぜですか。

5 パウロはユダヤ人の会堂で頻繁に話をしました。例えば，テサロニケの会堂でユダヤ人と「3週続けて安息日に聖書から論じ」たことがありました。（使徒 17:1，2）パウロは，ユダヤ人の家庭で育ったので，会堂は行き慣れた場所でした。（使徒 26:4，5）ユダヤ人のことをよく理解していたので，確信を込めてユダヤ人に伝道することができました。（フィリ 3:4，5）

 6. アテネの広場にいた人たちと，パウロが会堂で話した人たちには，どんな違いがありましたか。

6 反対者たちにテサロニケとベレアから追い立てられたパウロは，アテネに行きました。アテネでも「会堂でユダヤ人や神を崇拝するほかの人たちと……論じ始め」ました。（使徒 17:17）しかし，広場で伝道した時は聴衆が異なっていました。哲学者や，ユダヤ人ではない異国の人々は，パウロの話を「新しい教え」と見て，「あなたは耳慣れない事柄を持ち込んでいる」と言いました。（使徒 17:18-20）

 7. 使徒 17章22，23節にある通り，パウロは話し方をどのように変えましたか。

7 使徒 17:22，23を読む。パウロはアテネで，ユダヤ人ではない異国の人々に対し，会堂でユダヤ人と話す時と同じ話し方をしたりはしませんでした。「アテネの人たちはどんなことを信じているだろう」と考えたに違いありません。周りの様子をよく見て，宗教的な習慣に注目しました。その上で，アテネの人たちが行う崇拝と聖書の教えとの共通点を探しました。ある聖書注釈書には，こう記されています。「ユダヤ人のクリスチャンであるパウロは，異教徒であるギリシャ人が，ユダヤ人およびクリスチャンが崇拝する“本当の”神を崇拝していないことを察した。それで，自分が伝えようとしている神はアテネの人たちにもなじみがあることを示そうとした」。パウロは，話の進め方を柔軟に変えたのです。自分が伝えているのは，アテネの人たちが崇敬している「知られていない神」からの知らせである，と話しました。アテネの人たちは，聖書をよく知りませんでした。それでもパウロは，その人たちを助けようとしました。人々を，もう色づいて収穫できる穂と見て，良い知らせの伝え方を変えました。



[image: 夫婦がよく観察しながら伝道している場面。1. 夫婦が，花を飾っている，きれいに整った家を訪問している。2. 家の中で父親が幼い娘と遊んでいる。外には子供の自転車がある。3. 手入れされていない家。窓のブラインドが壊れ，ごみ箱からはごみがあふれている。4. ドアに十字架が掛かり，玄関先にマリア像も飾ってある家。5. 女性が犬を散歩させている。]

パウロに倣って，よく観察し，相手に合わせて話す事柄を変え，人々が弟子になる見込みがあると考えましょう。（8，12，18節を参照。）*





 8. （ア）区域の人々が何を信じているかを知るためのどんな手掛かりがありますか。（イ）宗教を持っていると言われたら，あなたはどう答えますか。

8 パウロのように，よく観察しましょう。何を信じているかを知るための手掛かりがありますか。家や車の飾りから分かることがありますか。名前，服装，身だしなみ，言葉遣いから宗教が分かる場合もあります。家の人が，宗教を持っていると話してくることもあります。そのようなとき，特別開拓者のフルトゥラという姉妹はこう答えます。「信仰を押し付けるつもりはありませんが，今日はこんなことについてお話しできればと思います」。

 9. 宗教を持っている人に会ったなら，どんなことができますか。

9 宗教を持っている人にどんなことを話せますか。相手の考えについて共感できるところを探してください。家族の絆を大切にしている人，世の中の状態に心を痛めている人，聖書に敬意を抱いている人に会うことがあります。共感できる点を基に，その人の興味を引く仕方で聖書のメッセージを伝えましょう。

10. 何を知るようにすることは大切ですか。

10 宗教を持っている人でも，自分の宗教の教えを全部信じているとは限りません。ですから，相手の宗教が分かったとしても，その人自身が何を信じているかを知るようにしてください。オーストラリアの特別開拓者デービッドは，「哲学と宗教がまぜこぜになっている人も少なくありません」と言っています。アルバニアのドナルタという姉妹はこう言います。「宗教があると言う人でも，後になって，神を信じてはいないと打ち明けることがあります」。アルゼンチンで宣教者として働く兄弟は，こう言っています。「三位一体を信じていると言う人でも，父と子と聖霊が1つの神だと信じているとは限りません。自分の宗教の教えを全部信じているとは限らないことを覚えておくと，共感できる点を見つけやすくなります」。相手が何を信じているかをまず知るようにしましょう。そうすればパウロのように，「あらゆる人に対してあらゆるものにな[れ]」ます。（コリ一 9:19-23）






何に関心があるか


11. 使徒 14章14-17節にある通り，パウロはどのようにしてルステラの人々の興味を引く話し方をしましたか。

11 使徒 14:14-17を読む。パウロは人々の関心事を見極め，それに応じて話を進めました。ルステラの群衆は，聖書に何が書かれているかをほとんど知りませんでした。それでパウロは，人々が共感できる点を基に話を進め，豊かな実りや生きる喜びについて語りました。話を聞く人にとって分かりやすい言葉や例を使いました。

12. どうすれば人々の関心事を見極めることができますか。見極めたら，どうしますか。

12 区域の人々が何に関心を持っているかを見極め，相手に合わせて話す事柄を変えましょう。誰かに近づいたり，家を訪れたりするとき，何に関心があるかはどうすれば分かりますか。この場合も，よく観察しましょう。庭を手入れしていたり，本を読んでいたり，車を修理していたりするかもしれません。ふさわしければ，会話のきっかけとして，相手がしている事柄に触れてください。（ヨハ 4:7）服装から読み取れる事柄もあります。出身の国，仕事，好きなスポーツチームが分かるかもしれません。グスタボという兄弟はこう言っています。「19歳の男性のTシャツに有名な歌手がプリントされていました。その歌手について尋ねると，なぜ好きなのかを話してくれました。この会話がきっかけで聖書レッスンが始まり，男性は今は兄弟です」。

13. 聖書レッスンをどのように勧めることができますか。

13 聖書レッスンを勧める際に大切なのは，相手が受けてみたいと思えるように工夫することです。レッスンがどのようにプラスになるのかを示してください。（ヨハ 4:13-15）ポピーという姉妹は，関心を示した女性から家の中に招かれました。壁には教授の証書が飾られていました。女性は教育学の教授でした。ポピーは，「私たちも教育に力を入れているんですよ。聖書レッスンをしたり集会で学んだりしています」と伝えました。女性はレッスンの勧めに応じ，翌日の集会に来ました。それから間もなく巡回大会にも出席しました。1年後にはバプテスマを受けました。「再訪問先の人は何に関心を持っているか。レッスンについてどのように説明すれば，受けてみたいと思ってもらえるだろうか」と考えてください。

14. 学んでいる人の状況に合わせて，毎回のレッスンでどんな対応ができますか。

14 聖書レッスンが始まったなら，毎回のレッスンのためによく準備してください。学んでいる人の背景や関心事を考えてください。聖書の教えを説明するため，どの聖句を読み，どの動画を見せ，どんな例えを使うかを考えましょう。「どのように扱えばこの人の興味を引き，心を動かせるだろうか」と考えてください。（格 16:23）アルバニアの開拓者の姉妹フローラは，学んでいた女性から，「復活はどうしても信じられません」とはっきり言われました。フローラは復活についてすぐに論議したりはしませんでした。「まず，復活を約束しているエホバがどんな神かを知ってもらう必要があると思いました」。フローラは毎回のレッスンで，エホバの愛や知恵や力に注意を向けるようにしました。後に女性は復活を素直に受け入れました。今ではエホバに熱心に仕えています。






弟子になる見込みのある人と見る


15. 使徒 17章16-18節によれば，パウロはアテネの人たちのどんな行動にいら立っていましたか。それでも真理を伝えたのはなぜですか。

15 使徒 17:16-18を読む。パウロはアテネの人たちに伝道しました。偶像を崇拝し，性的に不道徳なことをし，異教の哲学を信じている人に伝道しても無駄だ，とは考えませんでした。パウロの話は訳が分からないと言う人もいましたが，それでも伝えるのをやめませんでした。パウロも「以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄」でしたが，クリスチャンになりました。（テモ一 1:13）イエスはパウロがクリスチャンになれると考えました。パウロも，アテネの人たちについて同じように考えました。実際，その通りになりました。（使徒 9:13-15; 17:34）

16-17. さまざまな背景を持つ人たちがイエスの弟子になっていることを示す，どんな例がありますか。

16 1世紀には，さまざまな背景を持つ人たちがイエスの弟子になりました。パウロは，ギリシャの都市コリントのクリスチャンに宛てた手紙の中で，会衆には犯罪者だった人やひどく不道徳な生活を送っていた人もいる，と書いています。「皆さんの中には，以前そのような人もいました。しかし，洗われて清くなり……ました」と述べています。（コリ一 6:9-11）あなたがコリントにいたなら，そのような背景を持つ人でも変化してクリスチャンになれる，と考えましたか。

17 今日でも，イエスの弟子になるために進んで変化する人たちが大勢います。オーストラリアの特別開拓者ユキナは，どんな人でも聖書のメッセージを受け入れる可能性があるという経験をしました。ある日ユキナは，不動産屋で，だぶだぶの服を着てタトゥーを入れた若い女性を見掛けました。「ちょっと迷いましたが，声を掛けてみました。実は聖書に関心があり，タトゥーの幾つかは『詩編』の聖句だったんです」。その女性は聖書を学び始め，集会に出席するようになりました。*

18. 人々が弟子になることはないと決め付けるべきでないのはなぜですか。

18 イエスは，畑は色づいて収穫できると考えました。人々の多くが弟子になる，と考えていたのでしょうか。そうではありません。聖書は，イエスに信仰を抱く人は比較的少数に過ぎないと予告していました。（ヨハ 12:37，38）イエスは奇跡的な力を使って人の考えを知ることができました。（マタ 9:4）それでも，信仰を抱く少数の人を見つけるために，誰にでも熱心に伝道しました。一方，私たちは人の考えを知ることができません。区域の人々や個々の人が弟子になることはない，と決め付けないようにしましょう。弟子になる見込みがあると考えましょう。ブルキナファソの宣教者マークはこう言っています。「進歩しそうだと思っている人がレッスンをやめることがあります。逆に，進歩しないように思えていた人がよく進歩することがあります。エホバの導きに委ねることの大切さを学びました」。

19. 区域の人々に対してどんな見方ができますか。

19 色づいて収穫できる穂のような人は区域に多くはいない，と感じますか。でもイエスは弟子たちに，畑はもう色づいて収穫できる，と言いました。人が変化してイエスの弟子になることは可能です。エホバも，弟子になる見込みのある人を「貴重なもの」と見ています。（ハガ 2:7）エホバとイエスと同じように考えるなら，人々の背景や関心事を知ろうとするでしょう。人々を見限るのではなく，兄弟や姉妹になる見込みのある人と考えるようになります。







以下の点で，どのようにパウロの手本に倣えますか


	  宗教を持っている人の考え方に合わせて話す。



	  人々の関心に合った事柄を話す。



	  弟子になる見込みのある人と見る。









57番の歌 あらゆる人に伝道する

^ 5節 区域の人々に対する私たちの見方は，私たちがどのように伝道し，教えるかに影響を与えます。この記事では，イエスと使徒パウロが人々をどう見ていたかを考えます。どうすれば2人に倣って，人々が信じていること，関心を持っていること，弟子になる可能性があることを踏まえて話せますか。


^ 17節 変化した人たちの経験談が「聖書は人の生き方を変える」というシリーズ記事に挙げられています。2017年までは「ものみの塔」に掲載されていました。現在はjw.org®に掲載されています。（ホーム > エホバの証人について > 経験談）




^ 57節 写真や挿絵: 伝道中の夫婦が目にする場面。（1）花を飾っている，きれいに整った家。（2）子育て中の家族が住む家。（3）手入れされていない家。（4）宗教があるということが分かる家。真理を受け入れる見込みがあるのはどの家の人だとあなたは思いますか。






^ （ヨハ 4:35） あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて*収穫できます。すでに，

直訳，「白くて」。


^ （ヨハ 4:35， 36） あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて*収穫できます。すでに， 36 刈り取る人は報酬を受け取って，永遠の命に至る実を集めています。こうして，まく人と刈り取る人は共に喜びます。

直訳，「白くて」。


^ 1節 （ヨハ 4:3-6） イエスはユダヤを去って再びガリラヤに向かった。 4 しかし，サマリアを通っていく必要があった。 5 そして，スカルというサマリアの町に来た。かつてヤコブが息子のヨセフに与えた野原の近くである。 6 実際，ヤコブの井戸*がそこにあった。イエスは，旅のためにすっかり疲れて，井戸の所に座っていた。昼の12時ごろだった。

または，「泉」。


^ 1節 （ヨハ 4:35， 36） あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて*収穫できます。すでに， 36 刈り取る人は報酬を受け取って，永遠の命に至る実を集めています。こうして，まく人と刈り取る人は共に喜びます。

直訳，「白くて」。


^ 2節 （ヨハ 4:9） サマリア人女性は言った。「どうして水を飲ませてほしいと言うのですか。あなたはユダヤ人で，私はサマリア人の女ですよ」。（ユダヤ人はサマリア人と関わりを持たないのである。）



^ 2節 （ヨハ 4:39-42） その町から来た大勢のサマリア人はイエスに信仰を持った。あの女性が，「私がしたことを全て言い当てました」という証言をしたからである。 40 サマリア人たちはイエスのもとに来て，自分たちの所に滞在するよう頼んだ。それでイエスは2日滞在した。 41 こうして，さらに多くの人が，イエスが語ることを聞いて信じ， 42 女性にこう言った。「もう，あなたが言ったから信じているのではない。自分で聞いて，この人は確かに救世主だということが分かったのだ」。



^ 3節 （イザ 9:3） あなたはその国民を多くし， 大いに喜ばせた。 彼らはあなたの前で喜ぶ。 収穫の時に喜ぶ人々のように。 戦利品を喜んで分ける人たちのように。



^ 5節 （使徒 17:1， 2） 一行はアンフィポリスとアポロニアを通ってテサロニケに来た。そこにはユダヤ人の会堂があった。 2 それで，パウロは自分の習慣通り会堂に入り，3週続けて安息日に聖書から論じ*，

または，「話し合い」。


^ 5節 （使徒 26:4， 5） 私が若い頃から，自分の民の間で，またエルサレムでどんな生き方をしてきたかは，全てのユダヤ人がよく知っています。 5 その人たちは昔から私の知り合いであり，私が崇拝に関して最も厳格なパリサイ派として生活していたことを，その気があれば証言できます。



^ 5節 （フィリ 3:4， 5） もっとも私は，人間的な事柄*に基づいて誇ることもできます。 人間的な事柄*に基づいて誇れると思う人がほかにいるとしても，その人より私の方が誇る根拠があります。 5 私は生後8日目に割礼を受けており，イスラエルの子孫，ベニヤミン族の者，ヘブライ人から生まれたヘブライ人です。律法に関しては，パリサイ派でした。

直訳，「肉体」。
直訳，「肉体」。


^ 6節 （使徒 17:17） それで，会堂でユダヤ人や神を崇拝するほかの人たちと，また毎日，広場でそこに居合わせる人たちと論じ始めた。



^ 6節 （使徒 17:18-20） しかし，エピクロス派とストア派の哲学者のある人たちがパウロと議論するようになった。「このおしゃべりは何を言おうとしているのか」と言う人や，「彼は外国の神々を広める者らしい」と言う人がいた。イエスと復活の良い知らせを広めていたからである。 19 人々はパウロを捕まえてアレオパゴスに連れていき，こう言った。「あなたが話しているこの新しい教えがどういうものなのか，分かるようにしてもらえるだろうか。 20 あなたは耳慣れない事柄を持ち込んでいる。どういう意味なのか知りたいのだ」。



^ （使徒 17:22， 23） パウロはアレオパゴスの真ん中に立って，こう言った。 「アテネの皆さん，私は皆さんがどんな点でも信心深いのを見ました。神々への畏れを他の人たちよりも抱いています。 23 例えば，私は歩きながら，皆さんの崇敬*の対象を注意深く見ているうちに，『知られていない神に』と刻み込まれた祭壇も見つけました。皆さんが知らないで崇拝しているもの，それを私は皆さんに伝えているのです。

または，「崇拝」。


^ 7節 （使徒 17:22， 23） パウロはアレオパゴスの真ん中に立って，こう言った。 「アテネの皆さん，私は皆さんがどんな点でも信心深いのを見ました。神々への畏れを他の人たちよりも抱いています。 23 例えば，私は歩きながら，皆さんの崇敬*の対象を注意深く見ているうちに，『知られていない神に』と刻み込まれた祭壇も見つけました。皆さんが知らないで崇拝しているもの，それを私は皆さんに伝えているのです。

または，「崇拝」。


^ 10節 （コリ一 9:19-23） 私は自由であり，誰にも束縛されていませんが，全ての人の奴隷になりました。できるだけ多くの人を引き寄せるためです。 20 ユダヤ人に対してはユダヤ人のようになりました。ユダヤ人を引き寄せるためです。律法の下にいる人に対しては律法の下にいる人のようになりました。私自身は律法の下にいませんが，律法の下にいる人を引き寄せるためにそうしたのです。 21 律法を持たない人に対しては律法を持たない人のようになりました。私は神の律法を持っていないわけではなく，キリストの律法の下にいますが，律法を持たない人を引き寄せるためにそうしたのです。 22 弱い人に対しては弱い人になりました。弱い人を引き寄せるためです。私はあらゆる人に対してあらゆるものになってきました。できる限りのことをして，何人かでも救いたいからです。 23 私は良い知らせのために全てのことを行います。良い知らせを人々に伝えるためです。



^ （使徒 14:14-17） しかし，使徒のバルナバとパウロはそのことを聞くと，衣服を引き裂いて群衆の中に飛び込んでいき，こう叫んだ。 15 「皆さん，なぜこんなことをするのですか。私たちも，皆さんと同じ弱さを持つ人間です。そして，皆さんに良い知らせを伝えているのは，皆さんがこうした無駄なことをやめて，生きている神を崇拝するためです。神は天と地と海とその中の全ての物を造りました。 16 昔，神は全ての国の人々がそれぞれの道を進むままにしました。 17 それでも，善いことを行って，ご自分のことを明らかにしていました。天からの雨と実りの季節を与え，食物を豊かに供給して人々の心を喜びで満たしたのです」。



^ 11節 （使徒 14:14-17） しかし，使徒のバルナバとパウロはそのことを聞くと，衣服を引き裂いて群衆の中に飛び込んでいき，こう叫んだ。 15 「皆さん，なぜこんなことをするのですか。私たちも，皆さんと同じ弱さを持つ人間です。そして，皆さんに良い知らせを伝えているのは，皆さんがこうした無駄なことをやめて，生きている神を崇拝するためです。神は天と地と海とその中の全ての物を造りました。 16 昔，神は全ての国の人々がそれぞれの道を進むままにしました。 17 それでも，善いことを行って，ご自分のことを明らかにしていました。天からの雨と実りの季節を与え，食物を豊かに供給して人々の心を喜びで満たしたのです」。



^ 12節 （ヨハ 4:7） サマリアの女性が水をくみに来た。イエスは，「水を飲ませてください」と言った。



^ 13節 （ヨハ 4:13-15） イエスは答えた。「この水を飲む人は皆，また喉が渇きます。 14 しかし，私が与える水を飲む人は決して喉が渇くことがなく，私が与える水はその人の中で泉となって，永遠の命を与える水を湧き上がらせます」。 15 女性は言った。「旦那さま，その水を下さい。もう喉が渇かないように，ここまで水をくみに来なくてもいいようにしてください」。



^ 14節 （格 16:23） 賢い人の心は口に洞察力を与え， 話に説得力を加える。



^ （使徒 17:16-18） パウロはアテネでシラスとテモテを待っている間に，町の至る所に偶像があるのを見て，いら立つようになった。 17 それで，会堂でユダヤ人や神を崇拝するほかの人たちと，また毎日，広場でそこに居合わせる人たちと論じ始めた。 18 しかし，エピクロス派とストア派の哲学者のある人たちがパウロと議論するようになった。「このおしゃべりは何を言おうとしているのか」と言う人や，「彼は外国の神々を広める者らしい」と言う人がいた。イエスと復活の良い知らせを広めていたからである。



^ 15節 （使徒 17:16-18） パウロはアテネでシラスとテモテを待っている間に，町の至る所に偶像があるのを見て，いら立つようになった。 17 それで，会堂でユダヤ人や神を崇拝するほかの人たちと，また毎日，広場でそこに居合わせる人たちと論じ始めた。 18 しかし，エピクロス派とストア派の哲学者のある人たちがパウロと議論するようになった。「このおしゃべりは何を言おうとしているのか」と言う人や，「彼は外国の神々を広める者らしい」と言う人がいた。イエスと復活の良い知らせを広めていたからである。



^ 15節 （テモ一 1:13） 以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった私が，憐れみを示されました。当時は信仰がなく，よく知らずに行動していたからです。



^ 15節 （使徒 9:13-15） アナニアは答えた。「主よ，私は多くの人からこの男について聞いています。エルサレムにいる聖なる人たちにいろいろと危害を加えたとのことです。 14 ここでは，あなたの名を呼ぶ人*を皆捕らえようとして，祭司長たちから権限を受けています」。 15 しかし主は言った。「行きなさい。この人は私が選んだ器であり，異国の人々に，また王たちやイスラエルの民に私の名を知らせるからです。

または，「の弟子」。


^ 15節 （使徒 17:34） パウロに加わって信者となった人もいた。アレオパゴス裁判所の裁判官デオヌシオ，ダマリスという女性などである。



^ 16節 （コリ一 6:9-11） 正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして*はなりません。性的に不道徳な人*，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人*，同性愛にふける人*， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。 11 皆さんの中には，以前そのような人もいました。しかし，洗われて清くなり，神聖なものとされました。主イエス･キリストの名によって，また私たちの神の聖なる力によって，正しいと認められました。

または，「だまされて」。
用語集の「性的不道徳」参照。
同性愛行為において女役をする男性のことと考えられる。
直訳，「男性と寝る男性」。同性愛行為において男役をする男性のことと考えられる。


^ 18節 （ヨハ 12:37， 38） イエスが人々の前で非常に多くの奇跡*を行ってきたのに，人々はイエスに信仰を持たず， 38 預言者イザヤのこの言葉が実現した。「エホバ*，私たちから聞いた事に誰が信仰を持ったでしょうか。エホバ*の力*は誰に示されたでしょうか」。

直訳，「しるし」。
付録A5参照。
付録A5参照。
直訳，「腕」。


^ 18節 （マタ 9:4） イエスはその考えが分かり，こう言った。「なぜ邪悪なことを心の中で考えているのですか。



^ 19節 （ハガ 2:7） 『また，私はあらゆる国を揺り動かす。あらゆる国の貴重な*ものが入ってくる。私はこの家を栄光で満たす』と，大軍を率いるエホバは言う。

または，「好ましい」。







研究記事16

聞いて，理解し，思いやる


「見掛けで裁くのをやめ，正しい裁きをしなさい」。ヨハネ 7:24

101番の歌 一致して共に働く

何を学ぶか*




 1. エホバはどんな方ですか。

肌の色，顔立ち，体形であなたのことが評価されたら，どんな気持ちになりますか。あまりうれしくないでしょう。エホバが人を見た目で判断しないというのは，とてもうれしいことです。サムエルはエッサイの息子たちについてエホバと同じ見方をしていませんでした。エホバは，エッサイの息子の1人をイスラエルの王にする，と言っていました。王になるのはどの息子でしょう。サムエルは長男エリアブを見て，「エホバが選んだ人はこの人に違いない」と言いました。エリアブには王の風格がありました。でもエホバはサムエルに，「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない」と言いました。何を学べますか。「人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」という点です。（サム一 16:1，6，7）

 2. ヨハネ 7章24節に述べられている通り，見掛けで人を判断してはならないのはなぜですか。

2 私たちは不完全なので，人を見掛けで判断する傾向があります。（ヨハネ 7:24を読む。）しかし，見掛けで得られる情報は限られています。経験が豊かで優秀な医師でも，見掛けだけで患者のことを正しく知ることはできません。患者の話をよく聞いて，病歴，性格，症状を確かめる必要があります。体の状態を知るためにレントゲン検査を行うこともあります。そうしなければ，診断を誤る恐れがあります。兄弟姉妹のことを理解する場合も，見掛けで分かる事柄は限られています。本当の人となりに目を向ける必要があります。もちろん，心を読めない私たちが，エホバと同じほど人のことを理解するのは無理です。それでも，ベストを尽くしてエホバに倣うことはできます。どうすればよいでしょうか。

 3. この記事からエホバの接し方についてどんなことを学びますか。

3 エホバは，ご自分を崇拝する人たちにどのように接しますか。話を聞きます。背景や事情を考慮に入れます。思いやります。エホバはこの3つのことをヨナ，エリヤ，ハガル，ロトに対して行いました。兄弟姉妹に接する時，どのようにエホバに倣えますか。






よく話を聞く


 4. ヨナと聞いて良くないイメージを持つのはなぜですか。

4 人のことを知る点で限界のある私たちは，ヨナと聞くと，信頼できない人，もしかしたら不従順な人と思ってしまうかもしれません。ヨナは，「ニネベに行き，処罰について知らせなさい」というエホバからの直接の命令を受けました。ところが，「エホバから離れて」反対方向に向かう船に乗りました。（ヨナ 1:1-3）あなたなら，ヨナに同じ仕事をもう一度任せましたか。恐らく任せないでしょう。でもエホバは，任せることができると考えました。（ヨナ 3:1，2）

 5. ヨナ 2章1，2，9節の言葉から，ヨナについてどんなことが分かりますか。

5 ヨナの本当の人となりは，捧げた祈りから読み取れます。（ヨナ 2:1，2，9を読む。）この祈りから浮かび上がる人物像は，単に任務から逃げた人，というものではありません。ヨナは謙遜で，感謝にあふれ，エホバに従う決意を抱いていました。ヨナが祈ったのはこの時だけではなかったでしょう。エホバがヨナの間違いだけに目を留めるのではなく，祈りを聞いて引き続き預言者として用いたのもうなずけます。



[image: 1. 集会に遅れてきた兄弟が，後ろの空いている席を探している。年配の兄弟が遅れてきた兄弟に気付き，時計を見ながらいら立っている。2. 遅れてきた兄弟は集会後，年配の兄弟に事故で破損した車を見せている。遅れてきた兄弟は，集会に行く時，事故に遭っていた。]

事情を知ると思いやりを示せるようになる。（6節を参照。）*





 6. 話をよく聞く必要があるのはなぜですか。

6 兄弟姉妹の話をよく聞くには，謙遜で辛抱強くあることが必要です。話を聞くとよい3つの理由があります。第一に，状況を誤解しないで済みます。第二に，気持ちや動機が分かり，感情移入がしやすくなります。第三に，兄弟姉妹は誰かに話すと自分のことがよく分かる場合があります。話すことで本当の感情に気付くのです。（格 20:5）アジアのある長老は，こう打ち明けています。「話を聞かずにアドバイスをする，という失敗をしたことがあります。ある姉妹に，『集会でのコメントがもっと良くなるといいですね』と話しました。でも姉妹は実は読むのが苦手で，コメントするにも人一倍の努力が必要でした」。長老が「聞かないうちに」忠告を与えたりしないのは大切なことです。（格 18:13）

 7. エリヤに対するエホバの接し方から何を学べますか。

7 兄弟姉妹の中には，生い立ちや文化や性格のゆえに気持ちを表現するのが苦手な人もいます。どうすれば気持ちを話してもらいやすくなりますか。イゼベルから逃げていた時のエリヤに対するエホバの接し方は参考になります。エリヤがエホバに気持ちを全て打ち明けたのは，何十日もたってからのことでした。エホバはじっくり話を聞きました。その上でエリヤを励まし，大切な務めを委ねました。（王一 19:1-18）兄弟姉妹が気持ちを話せるようになるまでに時間がかかることがあります。話してもらって初めて本当の気持ちが分かります。エホバのように辛抱するなら，信頼してもらえるでしょう。相手が話そうとするなら，よく聞きましょう。






兄弟姉妹のことを理解する


 8. 創世 16章7-13節によれば，エホバはどのようにハガルを助けましたか。

8 サライの召し使いハガルは，アブラムの妻になった後に愚かな行動を取りました。ハガルは妊娠すると，子供のいないサライを見下すようになりました。2人の関係は険悪になり，サライはハガルを家から追い出しました。（創 16:4-6）事情を見通せない私たちから見れば，ハガルは意地が悪く当然の報いを受けたまでだ，と感じるかもしれません。でもエホバの見方は異なっていました。ハガルのもとに天使を遣わしました。天使はハガルを見つけると，態度を改めるよう助け，ハガルのために祝福を願いました。ハガルは，エホバが見ていて状況を全て分かっていてくださることを知りました。感動し，「あなたは全てをご覧になる神です。……私を見ていてくださる方」と言いました。（創世 16:7-13を読む。）

 9. エホバがハガルに親切にしたのはなぜですか。

9 エホバはハガルのどんなところを見ていたのでしょうか。ハガルの生い立ちや，それまでの経験全てをよく知っていました。（格 15:3）ハガルはエジプト人でしたが，ヘブライ人の家庭で暮らしていました。自分はよそ者だと感じることがあったでしょうか。家族や故郷が恋しくなったでしょうか。アブラムの妻はハガルだけではありませんでした。エホバの当初の意図とは違うものの，当時はエホバに仕える人も妻を2人以上持つことが認められていました。（マタ 19:4-6）このような状況で，ねたみや恨みが生じるのも無理はありません。エホバは，ハガルがサライに不敬な態度を取ったことを見過ごしたわけではありません。でも，ハガルの生い立ちや状況を考慮に入れて親切にしました。



[image: 1. 野外奉仕の集まりで，1人の姉妹が人を寄せ付けない雰囲気を漂わせている。奉仕の組み合わせが決まった人たちは，楽しそうに話している。2. 2人の長老が姉妹の家を訪問し，話をよく聞いている。]

兄弟姉妹とよく知り合うようにする。（10-12節を参照。）*





10. どうすれば兄弟姉妹をよく知ることができますか。

10 エホバに倣い，互いのことをよく理解するようにしましょう。兄弟姉妹とよく知り合うようにしてください。集会の前後に話してみたり，一緒に宣教を行ったりしてください。できれば食事に招いてください。よそよそしく見える姉妹は，内気なのかもしれません。裕福な兄弟はお金や物を重視している人ではなく，惜しみなく与える人なのかもしれません。集会によく遅れてくる親子は，家族から反対されているのかもしれません。（ヨブ 6:29）もちろん，「人のことに干渉」したくはありません。（テモ一 5:13）とはいえ，兄弟姉妹の生い立ちや状況を知るなら，その人が実際にどんな人かを理解することができます。

11. 長老が兄弟姉妹のことをよく知ることが重要なのはなぜですか。

11 とりわけ長老たちは，兄弟姉妹の境遇をよく知る必要があります。アルトゥルという巡回監督の例を考えましょう。1人の姉妹を会衆の長老と訪問しました。その姉妹は，内気で人と関わろうとしない感じでした。アルトゥルはこう言っています。「姉妹が結婚して間もなくご主人を亡くしていたことが分かりました。生活面で苦労しながら，エホバに仕えるよう2人の娘を育てました。今は目が悪くなり，気持ちがふさぎ込むようになっていました。それでもエホバを深く愛し，強い信仰を保っていました。この姉妹に良いところがたくさんあることが分かりました」。（フィリ 2:3）アルトゥルはエホバに倣っていました。エホバはご自分に仕える人のことと，その人の苦痛をよく知っています。（出 3:7）会衆の兄弟姉妹のことをよく知っている長老たちは，兄弟姉妹をよく世話することができます。

12. イエアルの経験からどんなことを学べますか。

12 兄弟姉妹の言動が気に障るとしても，生い立ちや状況を知ると，相手を思いやることができます。例を挙げましょう。アジアのイエアルという姉妹はこう言っています。「会衆に話し声の大きな姉妹がいて，品がないと感じていました。一緒に奉仕した時，姉妹の両親は以前に市場で魚を売っていて，姉妹も店を手伝っていたことを知りました。客を呼び込むために大きな声を出さないといけなかったのです。兄弟姉妹が経験してきたことを知ると，もっと理解できるようになります」。仲間の兄弟のことを知るには努力が要ります。「心を大きく開[く]」ようにという聖書の勧めに従うなら，「あらゆる人」を愛しているエホバに倣えます。（コリ二 6:11-13。テモ一 2:3，4）






兄弟姉妹のことを思いやる


13. 創世 19章15，16節に書かれている通り，ロトがぐずぐずしていた時，天使たちはどうしましたか。なぜですか。

13 ロトは重大な局面でエホバの指示にすぐに従いませんでした。2人の天使がロトの所に来て，家族をソドムから連れ出すよう指示しました。天使たちは「この場所を滅ぼそうとして」いました。（創 19:12，13）翌朝，ロトと家族はまだ家にいました。天使たちはロトをせかします。ところがロトは「ぐずぐずして」いました。あまりにものんきで，不従順であるようにさえ思えるかもしれません。それでもエホバはロトを救いました。「エホバがロトを思いやったので」，天使たちはロトと家族の手をつかみ，町の外に連れ出しました。（創世 19:15，16を読む。）

14. エホバがロトを思いやったことにはどんな理由があったと考えられますか。

14 エホバがロトを思いやったことには幾つかの理由があったのかもしれません。ロトは町の外にいる人たちを怖がっていて，家を出たくなかったのかもしれません。周囲にはほかにも危険がありました。以前に2人の王たちがソドムに近い谷で歴青，つまりアスファルトの穴に落ちたことがあり，そのことをロトは知っていたと思われます。（創 14:8-12）夫であり父親でもあるロトは，家族の身を案じたに違いありません。ロトは裕福だったのでソドムに立派な家を持っていたのかもしれません。（創 13:5，6）だからといってエホバの指示にすぐに従わなくてよかったわけではありません。それでもエホバはロトの失敗だけに注目することはせず，ロトを「正しい人」と見ていました。（ペテ二 2:7，8）



[image: 1. 集会後，1人の姉妹が，不機嫌そうにしている姉妹に気付いている。2. 同じ日に，2人の姉妹が一緒にお茶をしておしゃべりしている。]

話を聞くと，どうすれば思いやりを示せるかが分かる。（15-16節を参照。）*





15. 人を言動で判断しそうになるとき，どうしたらよいですか。

15 人を言動で判断するのではなく，その人の気持ちを理解するようにしましょう。ヨーロッパに住むベロニカという姉妹はこう言っています。「いつも機嫌の悪そうな姉妹がいました。人を寄せ付けない雰囲気があり，近づきにくいと感じていました。でも私がその姉妹だったら，きっと友達が欲しいと感じたと思います。それで姉妹の気持ちを聞いてみることにしました。すると心の内を明かしてくれました。前よりも姉妹のことを理解できるようになりました」。

16. 相手の身になって考える上で，祈りはどのように役立ちますか。

16 私たちのことを十分に理解できるのはエホバだけです。（格 15:11）仲間について，「あなたと同じ見方ができるよう助けてください。どうしたら思いやりを示すことができるか教えてください」と祈りましょう。アンジラという姉妹は，会衆のある姉妹との関係がぎくしゃくしていました。そんな時，祈ることによってもっと相手の身になって考えることができました。「悪いのは相手の姉妹なんだから関わるのをやめよう，と思ってしまいそうでした。でもエホバに，『姉妹の身になって考えられるようにしてください』と祈りました」。どんな結果になりましたか。アンジラはこう言っています。「姉妹と一緒に伝道に行って，その後何時間もしゃべりました。姉妹の話を思いやりをもって聞きました。姉妹のことが好きになり，支えてあげたいと思えるようになりました」。

17. どんなことを決意する必要がありますか。

17 どの兄弟姉妹にも温かい思いやりを示しましょう。誰もがヨナ，エリヤ，ハガル，ロトのように問題を抱えます。本人の落ち度が原因の場合もあります。でも考えてみると，私たちは皆，自分の落ち度が原因で問題を経験することがあるものです。ですから，仲間をいたわれるよう助けてください，とエホバに祈りましょう。（ペテ一 3:8）エホバの勧めに従うなら，さまざまな文化や習慣を持つ世界的な家族の一致を強めることができます。兄弟姉妹と接するとき，聞いて理解して思いやることを決意しましょう。







次の点でどのようにエホバに倣えますか


	  ヨナとエリヤの話をよく聞いた。



	  ハガルの状況を考慮に入れた。



	  ロトを思いやった。









87番の歌 爽やかになれる場所

^ 5節 私たちは不完全なので，兄弟姉妹の性格や動機を決め付ける傾向があります。一方，エホバは「心の中を見る」方です。（サム一 16:7）この記事では，エホバがヨナ，エリヤ，ハガル，ロトに優しく接したことを考えます。兄弟姉妹に対してエホバと同じ接し方をするためのヒントが得られるでしょう。




^ 52節 写真や挿絵: 年配の兄弟が集会に遅れてきた若い兄弟を非難するような目で見ている。でも後で若い兄弟が事故に遭っていたことを知る。


^ 54節 写真や挿絵: 野外奉仕グループの監督は，ある姉妹が人を寄せ付けない雰囲気を漂わせているのを気にしている。でも後でその姉妹が内気で，大勢の中にいるのが苦手だということを知る。


^ 56節 写真や挿絵: 王国会館で会った時は気分屋で気遣いのない姉妹だと思ったが，一緒にお茶をしたら，そうではないことが分かった。






^ （ヨハ 7:24） 見掛けで裁くのをやめ，正しい裁きをしなさい」。



^ 1節 （サム一 16:1） エホバはやがてサムエルに言った。「あなたはいつまでサウルのことで嘆き悲しむのか。私は彼をイスラエルの王位から退けたのである。角*に油を満たし，行きなさい。あなたをベツレヘムの人エッサイの所に遣わす。私は，彼の息子の中から私のために王を選んだからだ」。

用語集参照。


^ 1節 （サム一 16:6， 7） 一同が入ってくると，サムエルはエリアブを見て言った。「エホバが選んだ*人はこの人に違いない」。 7 しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。

直訳，「油を注いだ」。


^ （ヨハ 7:24） 見掛けで裁くのをやめ，正しい裁きをしなさい」。



^ 2節 （ヨハ 7:24） 見掛けで裁くのをやめ，正しい裁きをしなさい」。



^ 4節 （ヨナ 1:1-3） エホバはアミタイの子ヨナ*に言った。 2 「大都市ニネベに行き，処罰について知らせなさい。そこの人々の悪は目に余るものがある」。 3 しかし，ヨナはエホバから逃げてタルシシュに行こうとした。ヨッパに下って，タルシシュ行きの船を見つけた。それで料金を払って乗船し，エホバから離れて，ほかの人たちと一緒にタルシシュに向かった。

意味，「ハト」。


^ 4節 （ヨナ 3:1， 2） エホバはヨナに再び言った。 2 「大都市ニネベに行き，私があなたに告げる言葉を知らせなさい」。



^ （ヨナ 2:1， 2） ヨナは魚の腹の中でエホバ神に祈った。 2 こう言った。 「苦難のさなか，私はエホバに向かって叫びました。 神は答えてくださいました。 墓*の底*から，私は助けを求めて叫びました。 あなたは私の声を聞いてくださいました。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
直訳，「腹」。


^ （ヨナ 2:9） しかし私は，感謝の声を上げ，あなたに犠牲を捧げます。 誓約したことを果たします。 救いはエホバから来ます」。



^ 5節 （ヨナ 2:1， 2） ヨナは魚の腹の中でエホバ神に祈った。 2 こう言った。 「苦難のさなか，私はエホバに向かって叫びました。 神は答えてくださいました。 墓*の底*から，私は助けを求めて叫びました。 あなたは私の声を聞いてくださいました。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
直訳，「腹」。


^ 5節 （ヨナ 2:9） しかし私は，感謝の声を上げ，あなたに犠牲を捧げます。 誓約したことを果たします。 救いはエホバから来ます」。



^ 6節 （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^ 6節 （格 18:13） 聞かないうちに返事をする人は， 愚かであり，辱められる。



^ （創 16:7-13） その後，エホバの天使が，荒野の泉，シュルへの道にある泉の所でハガルを見つけた。 8 そしてこう言った。「サライの召し使いハガル，あなたはどこから来たのですか。どこへ行くのですか」。ハガルは言った。「女主人サライのもとから逃げているところです」。 9 するとエホバの天使は言った。「女主人のもとに帰って，謙遜になりなさい」。 10 それからエホバの天使は言った。「私はあなたの子孫*を非常に多くし，数え切れないほどにします」。 11 エホバの天使はさらに言った。「今あなたは妊娠していて，やがて男の子を産みます。その子をイシュマエル*と名付けなければなりません。エホバがあなたの苦悩について聞いたからです。 12 あなたの子は，野ロバ*のような人になります。彼は誰にでも敵対し，誰もが彼に敵対します。彼は兄弟たちの向かい側に*住みます」。 13 ハガルは自分に語り掛けていた方エホバの名を呼び，「あなたは全てをご覧になる*神です」と言った。そして，「私を見ていてくださる方を，私はここで実際に見た」と言った。

直訳，「種」。
意味，「神は聞く」。
または，「オナガー」（野ロバの一種）。シマウマのこととも考えられる。独立心に言及していると思われる。
もしかすると，「兄弟たちに敵対心を抱いて」。
または，「私を見ていてくださる」，「ご自分をお見せになる」。


^ 8節 （創 16:4-6） こうしてアブラムはハガルと関係を持ち，ハガルは妊娠した。ハガルは妊娠したことが分かると，女主人を見下すようになった。 5 サライはアブラムに言った。「私が傷ついたのはあなたの責任です。召し使いをあなた*に与えたのは私ですが，彼女は妊娠したことが分かると，私を見下すようになりました。エホバが私とあなたを裁いてくださいますように」。 6 アブラムはサライに言った。「あなたの召し使いのことは，あなたが決めることができる。あなたが良いと思う通りにしなさい」。それでサライはハガルを手厳しく扱い，ハガルは逃げていった。

直訳，「あなたの懐」。


^ 8節 （創 16:7-13） その後，エホバの天使が，荒野の泉，シュルへの道にある泉の所でハガルを見つけた。 8 そしてこう言った。「サライの召し使いハガル，あなたはどこから来たのですか。どこへ行くのですか」。ハガルは言った。「女主人サライのもとから逃げているところです」。 9 するとエホバの天使は言った。「女主人のもとに帰って，謙遜になりなさい」。 10 それからエホバの天使は言った。「私はあなたの子孫*を非常に多くし，数え切れないほどにします」。 11 エホバの天使はさらに言った。「今あなたは妊娠していて，やがて男の子を産みます。その子をイシュマエル*と名付けなければなりません。エホバがあなたの苦悩について聞いたからです。 12 あなたの子は，野ロバ*のような人になります。彼は誰にでも敵対し，誰もが彼に敵対します。彼は兄弟たちの向かい側に*住みます」。 13 ハガルは自分に語り掛けていた方エホバの名を呼び，「あなたは全てをご覧になる*神です」と言った。そして，「私を見ていてくださる方を，私はここで実際に見た」と言った。

直訳，「種」。
意味，「神は聞く」。
または，「オナガー」（野ロバの一種）。シマウマのこととも考えられる。独立心に言及していると思われる。
もしかすると，「兄弟たちに敵対心を抱いて」。
または，「私を見ていてくださる」，「ご自分をお見せになる」。


^ 9節 （格 15:3） エホバの目はあらゆる所にあって， 悪人と善人を見ている。



^ 9節 （マタ 19:4-6） イエスは答えた。「あなた方は読まなかったのですか。人間を創造した方は，初めから男性と女性に造り， 5 『それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き，2人は一体となる』と言いました。 6 それで，2人はもはや別々ではなく，一体です。ですから，神が結び合わせた*ものを，人が離してはなりません」。

直訳，「くびきでつないだ」。


^ 10節 （ヨブ 6:29） 考え直してもらいたい。誤解しないでほしいのだ。 ぜひ考え直してほしい。私の正しさはいまだに損なわれていない。



^ 10節 （テモ一 5:13） また，彼女たちはいつも怠けるようになり，家々をぶらつき回ります。怠けるだけでなく，うわさ話をしたり，人のことに干渉したりして，話すべきでないことを話します。



^ 11節 （フィリ 2:3） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったり*してはなりません。謙遜になり*，自分より他の人の方が上だと考えてください。

または，「うぬぼれたり」。
または，「自分を低く見て」。


^ 11節 （出 3:7） エホバはさらに言った。「私は，エジプトにいる私の民の苦悩を確かに見た。強制労働をさせる者たちのことで叫ぶ彼らの声を聞いた。彼らの苦痛をよく知っている。



^ 12節 （コリ二 6:11-13） 私たちはコリントの皆さんに語るために口を開き*，心を大きく開いています。 12 私たちは皆さんに惜しみなく愛情を示していますが，皆さんは私たちに優しい愛情を十分に示していません。 13 それで，私たちの愛情に応えて，皆さんも心を大きく開いて*ください。私はわが子に話すように話しています。

または，「率直に語り」。
または，「自分を広くして」。


^ 12節 （テモ一 2:3， 4） そのように祈ることは，私たちの救い主である神から見て良いことであり，受け入れられることです。 4 神は，あらゆる人が救われて，真理の正確な知識を得ることを望んでいます。



^ （創 19:15， 16） 夜が明ける頃，天使たちはロトをせかして，こう言った。「急いで，妻と娘たち2人を連れて出なさい！ この町の過ちのためにあなたが除き去られることがあってはいけません」。 16 ロトがぐずぐずしていると，その人たちはロトと妻と娘たちの手をつかみ，町の外に連れ出した。エホバがロトを思いやったのである。



^ 13節 （創 19:12， 13） 客たちはロトに言った。「ほかにあなたの親族はいますか。婿であれ息子であれ娘であれ，町にいるあなたの親族を皆，ここから連れ出しなさい！ 13 私たちはこの場所を滅ぼそうとしています。ここの住民についての苦情の大きな叫びがエホバに届いたので，エホバはこの町を滅ぼすために私たちを遣わされたのです」。



^ 13節 （創 19:15， 16） 夜が明ける頃，天使たちはロトをせかして，こう言った。「急いで，妻と娘たち2人を連れて出なさい！ この町の過ちのためにあなたが除き去られることがあってはいけません」。 16 ロトがぐずぐずしていると，その人たちはロトと妻と娘たちの手をつかみ，町の外に連れ出した。エホバがロトを思いやったのである。



^ 14節 （創 14:8-12） 今やソドムの王，ゴモラの王，アドマの王，ツェボイイムの王，ベラ（ゾアルとも呼ばれる）の王は進軍し，シディムの谷*で彼らに対して戦闘隊形を組んだ。 9 5人の王が，エラムの王ケドルラオメル，ゴイムの王ティドアル，シナルの王アムラフェル，エラサルの王アルヨクという4人の王と相対したのである。 10 戦いの結果，ソドムとゴモラの王たちは逃げようとしたが，歴青*の穴に落ちた。シディムの谷*には歴青の穴が至る所にあったのである。一方，山地に逃れた人もいた。 11 その後，勝利した4人の王は，ソドムとゴモラの財産や食料を全て奪っていった。 12 アブラムのおいロトとロトの財産も奪っていった。ロトはその時ソドムに住んでいたのである。

または，「谷あいの平原」。
天然アスファルトのこと。
または，「谷あいの平原」。


^ 14節 （創 13:5， 6） さて，アブラムと一緒に旅をしていたロトも，羊と牛と天幕を持っていた。 6 その一帯は，皆が生活するには狭過ぎた。彼らの財産が増えたため，もう皆で一緒に住むことはできなくなっていたのである。



^ 14節 （ペテ二 2:7， 8） そして，不法な人々の恥知らずな行い*に非常に苦しんでいた，正しい人ロトを救い出しました。 8 （この正しい人は日々，同じ町に住む人々の不法な行いを見聞きして，苦悩していました。）

ギリシャ語，アセルゲイア。用語集参照。


^ 16節 （格 15:11） 墓*と滅びの場所*はエホバにすっかり見えている。 人の心はなおさらだ。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
または，「アバドン」。


^ 17節 （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。

または，「同じ考え方」。


^ （サム一 16:7） しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。








研究記事17

「私はあなたたちを友と呼びました」


「私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです」。ヨハネ 15:15

13番の歌 キリストは私たちの手本

何を学ぶか*




 1. どうすれば誰かと親しくなれますか。

誰かと親しくなるには，まず時間を共に過ごす必要があります。思っていることや経験したことを語り合ううちに友達になっていきます。イエスと親しくなる場合には，乗り越えなければならない障害があります。どんな障害ですか。

 2. イエスの友になる上での1つ目の障害は何ですか。

2 1つ目の障害は，イエスに会ったことがないということです。1世紀のクリスチャンの中にもイエスに会ったことがない人がいました。それでも使徒ペテロはこう言いました。「皆さんはキリストを見たことはありませんが，キリストを愛しています。今キリストを見てはいませんが，キリストに信仰を抱[いています]」。（ペテ一 1:8）ですから，イエスに会ったことがなくてもイエスと親しくなることは可能です。

 3. 2つ目の障害は何ですか。

3 2つ目の障害は，イエスと話すことはできないということです。祈る時にはエホバに思いを伝えます。イエスの名によって祈りますが，イエスに語り掛けることはしません。イエスも，私たちがイエスに祈ることは望んでいません。祈りは崇拝の一部であり，エホバだけを崇拝すべきだからです。（マタ 4:10）そうではあっても，私たちはイエスを愛していることを示せます。

 4. 3つ目の障害は何ですか。この記事ではどんなことを考えますか。

4 3つ目の障害は，イエスは天にいるので一緒に時間を過ごせない，ということです。イエスがすぐそばにいなくても，イエスについてたくさんのことを知ることができます。では，まずイエスとの友情を育てることがなぜ大切かを確かめましょう。それから，イエスと親しくなるためにできる4つのことを考えましょう。






イエスの友になるのが大切なのはなぜか


 5. イエスの友になる必要があるのはなぜですか。（「イエスの友になればエホバの友になれる」，「イエスについてのバランスの取れた見方」という囲みを参照。）

5 エホバと親しくなりたいのであれば，イエスの友になる必要があります。なぜですか。2つの理由があります。1つ目の理由は，イエスが弟子たちに語った言葉の中にあります。「父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱[いて]……いるからです」。（ヨハ 16:27）イエスはこうも言いました。「私を通してでなければ，誰も父のもとに行くことはできません」。（ヨハ 14:6）イエスと親しくならずにエホバの友になろうとすることは，ドアを通らずに建物に入ろうとするようなものです。イエスも似たような例えを使い，「私は羊が通る戸口です」と言いました。（ヨハ 10:7）2つ目の理由は，イエスが父エホバと同じように考え行動するよう努めたからです。イエスは弟子たちに，「私を見た人は，父をも見たのです」と言いました。（ヨハ 14:9）ですから，エホバを知る上で大切なのは，イエスの生き方について学ぶことです。イエスについて知れば知るほど，イエスが好きになります。イエスと親しくなれば，エホバをもっと愛するようになります。

イエスの友になればエホバの友になれる


私たちは罪を受け継いでいるので，自力でエホバの友になることはできません。生まれた時，誰もが神の友ではなく神の敵でした。神の友になるには，神と和解しなくてはなりません。（ロマ 5:6-12）エホバは，独り子イエスを贖いの犠牲として与えることにより，和解を可能にしてくださいました。イエスに信仰を抱き，イエスが命じた通りに行動するなら，私たちはイエスの友になれます。（ヨハ 3:16，36; 15:14）もっと大切なことに，イエスに信仰を抱くなら，エホバと和解することができます。イエスの友になればエホバの友になれるのです。





イエスについてのバランスの取れた見方


初期の聖書研究者たちは，キリスト教会の人々と同様，エホバよりもイエスを愛するという間違った態度を取っていました。1919年，聖書研究者たちはエホバを崇拝することとエホバと親しくなることの大切さを理解するようになりました。うれしいことに，エホバと親しくなる上でイエスへの愛が欠かせないということを私たちは理解しています。とはいえ，イエスへの愛がエホバへの愛よりも大きくならないように気を付ける必要があります。（ヨハ 16:27）





 6. イエスの友になる必要がある別の理由は何ですか。

6 祈りが聞かれるには，イエスと親しくなる必要があります。祈りの最後に「イエスの名によって祈ります」と言いさえすれば祈りが聞かれるわけではありません。エホバが祈りに答える時にイエスはどんな役割を果たすか，ということを理解することは大切です。イエスは使徒たちにこう言いました。「あなたたちが私の名によって願い求めることが何であっても，私はそれを行います」。（ヨハ 14:13）祈りを聞くのはエホバですが，イエスにはエホバの考えに沿って物事を扱う権限が与えられています。（マタ 28:18）エホバは，イエスが教えた通りに私たちが行動しているかどうかに注目します。一例として，イエスはこう教えました。「人の過ちを許すなら，天の父もあなたたちを許してくださいます。逆に，人の過ちを許さないなら，父もあなたたちの過ちを許されません」。（マタ 6:14，15）エホバとイエスがしてくださるように，人を寛大に許すことは本当に大切です。

 7. イエスの贖いの犠牲の恩恵を受けるのは誰ですか。

7 イエスとの友情を育ててきた人だけが贖いの犠牲の恩恵を受けられます。なぜそういえますか。イエスは，「友のために自分の命をなげうつ」つもりであると言いました。（ヨハ 15:13）イエスが地上に来る前にエホバに仕えていた人々も，イエスのことを知って愛するようになる必要があります。アブラハム，サラ，モーセ，ラハブのような人たちは復活してきます。エホバが正しいと見ているそのような人たちも，永遠の命を得るにはイエスの友になる必要があります。（ヨハ 17:3。使徒 24:15。ヘブ 11:8-12，24-26，31）

8-9. イエスの友になるのはなぜ大切ですか。ヨハネ 15章4，5節にはどんなことが述べられていますか。

8 私たちは，王国の良い知らせを伝え，人々を教えることにより，イエスと共に働けます。イエスは地上にいた時，人々を教えました。天に戻ったイエスは，会衆の頭として引き続き伝道活動を導いています。エホバとイエスを知るようできるだけ多くの人を助けようとするあなたの努力を見ていて，喜んでくださいます。エホバとイエスの助けがなければ，この活動を成し遂げることはできません。（ヨハネ 15:4，5を読む。）

9 聖書がはっきり教えている通り，エホバに喜ばれるためにはイエスを愛し続けなければなりません。では，イエスの友になるための4つのステップを考えましょう。






どうすればイエスの友になれるか




[image: イエスが2人の弟子の肩に手を回している。イエスの友になるためにできること。1. 家族の崇拝をしている。2. 王国会館で姉妹が，気分を害している姉妹に声を掛けている。3. 夫婦が文書カートを使って伝道している。4. 集会で長老が兄弟姉妹に区域の地図を見せながら説明している。]

イエスの友になる上で必要なこと。（1）イエスのことを知る。（2）イエスのように考え，行動する。（3）イエスの兄弟たちを支援する。（4）クリスチャン会衆に協力する。（10-14節を参照。）*





10. イエスの友になるための最初のステップは何ですか。

10 （1）イエスのことを知る。マタイ，マルコ，ルカ，ヨハネが書いた福音書を読むなら，イエスのことが分かります。読んだ事柄を思い巡らすなら，人に親切に接したイエスに引かれ，尊敬するようになります。イエスは主人でしたが，弟子たちを奴隷のようには扱いませんでした。自分の考えや気持ちを弟子たちに伝えました。（ヨハ 15:15）弟子たちと共に悲しみ，泣きました。（ヨハ 11:32-36）反対者たちでさえ，イエスが弟子たちを仲間つまり友と見ていることを認めていました。（マタ 11:19）弟子たちに対するイエスの接し方に倣うなら，対人関係が良くなって，満たされた幸せな気持ちになり，イエスに対する感謝が深まります。

11. 2つ目のステップは何ですか。そうするのが大切なのはなぜですか。

11 （2）イエスのように考え，行動する。イエスの考え方を知って倣っていくなら，イエスとの友情は深まります。（コリ一 2:16）どうすればイエスに倣えますか。1つの例を挙げましょう。イエスは自分を喜ばせることよりも，人を助けることを大切にしました。（マタ 20:28。ロマ 15:1-3）そのような心構えがあったので，自分のことを後回しにしました。また，進んで人を許しました。人に言われたことにすぐに気分を害することはありませんでした。（ヨハ 1:46，47）ある人の1度の失敗をもとにその人に良くないイメージを持ち続ける，ということもしませんでした。（テモ一 1:12-14）イエスはこう言いました。「あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。（ヨハ 13:35）「イエスに倣って，兄弟姉妹との良い関係を保つためにできる限りのことをしているだろうか」と考えてみてください。

12. 3つ目のステップは何ですか。具体的に何ができますか。

12 （3）イエスの兄弟たちを支援する。イエスは，天に行くよう選ばれた兄弟たちに対して私たちが行う事柄を，自分に対するものと見ています。（マタ 25:34-40）天に行く兄弟たちを支援する主な方法は，イエスが弟子たちに行うよう命じた，王国について伝えて人々を弟子とする活動に十分に参加することです。（マタ 28:19，20。使徒 10:42）イエスの兄弟たちが世界中で伝道活動を繰り広げるには，「ほかの羊」の助けが欠かせません。（ヨハ 10:16）ほかの羊の皆さん，皆さんは伝道に出るたびに，天に行く兄弟たちだけでなく，イエスに愛を示しているのです。

13. ルカ 16章9節にあるイエスの勧めをどのように実践できますか。

13 エホバとイエスが導いている活動を金銭面で支援することによっても，エホバとイエスの友になれます。（ルカ 16:9を読む。）例えば，世界的な活動のための寄付ができます。その寄付は，孤立した地域での伝道活動，王国会館や他の建物の建設やメンテナンス，自然災害で被災した兄弟たちへの救援などに充てられます。会衆の出費を賄うための寄付をすることや，困っている仲間を個人的に助けることもできます。（格 19:17）このような方法でイエスの兄弟たちを支援できます。

14. 4つ目のステップは何ですか。エフェソス 4章15，16節にはどんなことが述べられていますか。

14 （4）クリスチャン会衆に協力する。会衆を世話するよう任命された人たちに協力することによって，会衆の頭であるイエスとの絆を強めることができます。（エフェソス 4:15，16を読む。）現在，全ての王国会館を無駄なく活用する取り組みがなされています。その一環として，他の会衆と合併し，区域が調整された会衆もあります。この取り組みにより，寄付された資金が大幅に節約されています。一方，兄弟姉妹の中には，新たな状況に慣れなければならない人もいます。長く奉仕してきた会衆の親しい仲間と別れることになっても，新たな会衆への移動を受け入れています。調整に進んで応じる兄弟姉妹のことを，イエスはとても喜んでいることでしょう。






いつまでもイエスと友でいる


15. イエスとの絆は将来どうなりますか。

15 聖なる力によって選ばれた人たちは，神の王国でイエスと共に統治することによっていつまでもイエスのそばにいられます。イエスをじかに見て，直接話し，一緒に時間を過ごせるのです。（ヨハ 14:2，3）地上で生きる希望を持つ人たちも，イエスに愛され気遣ってもらえます。イエスを直接見ることはありませんが，イエスとの絆はこれからも深まっていきます。エホバとイエスのおかげで，喜びの多い毎日を送れるのです。（イザ 9:6，7）

16. イエスの友になるならどんな良い経験ができますか。

16 イエスが勧めている通り，イエスの友になるなら，良いことをたくさん経験できます。今イエスに愛され，支えてもらえます。永遠に生きる機会も開かれます。何よりもうれしいのは，イエスの父であるエホバと親しくなれることです。イエスの友と呼ばれるのは本当に素晴らしいことです。







どのように答えますか


	  イエスの友になるには，乗り越えなければならないどんな障害がありますか。



	  イエスの友になるのが大切なのはなぜですか。



	  イエスの友になるためのどんなステップがありますか。









17番の歌 「そう望みます」

^ 5節 使徒たちはイエスと何年か一緒に働き，語り合い，良い友になりました。イエスは私たちとも友になりたいと思っています。イエスの友になる上で，私たちには使徒たちにはなかった障害があります。この記事では，どんな障害があるか，どうすればイエスの友になり，イエスとの友情を育てられるかを考えます。




^ 55節 写真や挿絵: （1）家族の崇拝で，イエスの生き方や宣教について学んでいる。（2）会衆の仲間との良い関係を取り戻せるようできる限りのことをしている。（3）宣教に十分に参加してイエスの兄弟たちを支援している。（4）会衆が合併するとき，長老たちの決定に従っている。






^ （ヨハ 15:15） 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。



^ 2節 （ペテ一 1:8） 皆さんはキリストを見たことはありませんが，キリストを愛しています。今キリストを見てはいませんが，キリストに信仰を抱き，言葉にできないほどの素晴らしい喜びを感じて歓喜しています。



^ 3節 （マタ 4:10） その時，イエスは言った。「離れ去れ，サタン！ 『あなたが崇拝すべきなのはエホバ神であり，この方だけに神聖な奉仕をしなければならない』と書いてあるのです」。



^ 5節 （ヨハ 16:27） 父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱き，私が神の代理として来たことを信じているからです。



^ 5節 （ヨハ 14:6） イエスは言った。「私は道であり，真理であり，命です。私を通してでなければ，誰も父のもとに行くことはできません。



^ 5節 （ヨハ 10:7） それでイエスは再び言った。「はっきり言っておきますが，私は羊が通る戸口です。



^ 5節 （ヨハ 14:9） イエスは言った。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです。どうして，『父を見せてください』と言うのですか。



^ （ロマ 5:6-12） 私たちがまだ弱かった間，キリストは定められた時に，神を敬わない人たちのために死んでくださいました。 7 正しい人のために死ぬ人はまずいません。もしかすると，善い人のためなら，死のうとする人がいるかもしれません。 8 しかしキリストは，私たちがまだ罪人だった間に，私たちのために死んでくださいました。そのことにより，神はご自分の愛を私たちに示してくださっています。 9 それで，今や私たちは，キリストの血によって正しいと認められたのですから，ましてこの方を通して憤りから救われるはずです。 10 敵だった時に神の子の死によって神と和解したのですから，まして和解した今，神の子の命によって救われるはずなのです。 11 それだけでなく，私たちは，主イエス･キリストのおかげで，神との関係を喜んでいます。キリストを通して神と和解したからです。 12 このような訳で，1人の人によって人類に罪*が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。

用語集参照。


^ （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類*を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。

直訳，「世」。


^ （ヨハ 3:36） 子に信仰を抱く人は永遠の命を受ける。子に従わない人は命を得ず，神の憤りがその人の上にとどまる。



^ （ヨハ 15:14） 私が命じていることを行うなら，あなたたちは私の友です。



^ （ヨハ 16:27） 父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱き，私が神の代理として来たことを信じているからです。



^ 6節 （ヨハ 14:13） また，あなたたちが私の名によって願い求めることが何であっても，私はそれを行います。父が子に関して称賛を受けるためです。



^ 6節 （マタ 28:18） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。



^ 6節 （マタ 6:14， 15） 人の過ちを許すなら，天の父もあなたたちを許してくださいます。 15 逆に，人の過ちを許さないなら，父もあなたたちの過ちを許されません。



^ 7節 （ヨハ 15:13） 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^ 7節 （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る*必要があります。

または，「についての知識を取り入れる」。ここのギリシャ語動詞は，継続的な行為を表している。


^ 7節 （使徒 24:15） また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。



^ 7節 （ヘブ 11:8-12） 信仰によってアブラハムは，神に招かれた時に従い，神から与えられることになる場所へ向かいました。行き先も知らないまま出掛けたのです。 9 そして信仰によって，約束の地で外国人として暮らし，自分と同じ約束を与えられたイサクやヤコブと共に天幕に住みました。 10 アブラハムは真の土台を持つ都市を待ち望んでいたのです。その都市の設計者および建設者は神です。 11 信仰によってサラも，すでに老齢になっていた*のに子孫をもうける力を得ました。約束をした方は信頼できる方である，と信じていたからです。 12 こうして，老齢の*アブラハム1人から，たくさんの子孫が生まれました。その数は天の星のように多く，海辺の砂のように数え切れません。

または，「子供を産める年齢を過ぎていた」。
直訳，「死んでいた」。子孫をもうけられなくなっていたということ。


^ 7節 （ヘブ 11:24-26） 信仰によってモーセは，成人した後ファラオの娘の子と呼ばれることを拒み， 25 罪のつかの間の快楽にふけるよりも神の民と共に虐待されることを選びました。 26 任命された者*として非難を受けることは，エジプトの宝より価値がある，と考えたからです。報いを一心に見つめたのです。

直訳，「キリスト」。


^ 7節 （ヘブ 11:31） 信仰によって娼婦ラハブは，不従順に行動した人々と共に滅びないで済みました。偵察者たちを親切に迎え入れたからです。



^ （ヨハ 15:4， 5） 私と結び付いていなさい。私はあなたたちと結び付いたままでいます。枝がブドウの木に付いていなければ実を結べないように，あなたたちも私と結び付いていなければ実を結べません。 5 私はブドウの木，あなたたちはその枝です。私と結び付いていて，私が結び付いている人，その人は多くの実を結びます。あなたたちは私から離れては何も行えません。



^ 8節 （ヨハ 15:4， 5） 私と結び付いていなさい。私はあなたたちと結び付いたままでいます。枝がブドウの木に付いていなければ実を結べないように，あなたたちも私と結び付いていなければ実を結べません。 5 私はブドウの木，あなたたちはその枝です。私と結び付いていて，私が結び付いている人，その人は多くの実を結びます。あなたたちは私から離れては何も行えません。



^ 10節 （ヨハ 15:15） 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。



^ 10節 （ヨハ 11:32-36） マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。 34 そして，「ラザロをどこに横たえたのですか」と言った。人々は，「主よ，一緒に来てください」と言った。 35 イエスは涙を流した。 36 それでユダヤ人たちは言いだした。「見なさい，本当に愛情を抱いていたのだ」。



^ 10節 （マタ 11:19） 人の子が来て食べたり飲んだりすると，『見ろ，大食いで，大酒飲みの男，徴税人や罪人たちの仲間だ』と言います。しかし，知恵は行動によって明らかになります」。



^ 11節 （コリ一 2:16） 「エホバ*の考えを知るようになって，その方を教えられる人などいるでしょうか」。とはいえ，私たちはキリストの考えを知って*います。

付録A5参照。
または，「と同じ考え方をして」。


^ 11節 （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^ 11節 （ロマ 15:1-3） 私たち強い人は，強くない人の弱いところを担うべきであって，自分を喜ばせていてはなりません。 2 各自が隣人を喜ばせるようにしましょう。その人のためになることをし，その人を力づけるのです。 3 キリストでさえ自分を喜ばせることはしませんでした。「あなたを非難する人たちの非難が私に降り掛かった」と書かれている通りです。



^ 11節 （ヨハ 1:46， 47） しかしナタナエルは言った。「何か良いものがナザレから出るだろうか」。フィリポは言った。「来れば分かる」。 47 イエスは，ナタナエルがやって来るのを見て，彼についてこう言った。「見なさい，まさにイスラエル人，心に偽りがない人です」。



^ 11節 （テモ一 1:12-14） 私は，力を授けてくださった主であるキリスト･イエスに感謝しています。私を忠実な者と見なし，奉仕する務めを与えてくださったからです。 13 以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった私が，憐れみを示されました。当時は信仰がなく，よく知らずに行動していたからです。 14 私たちの主は惜しみない親切をあふれるほど豊かに示してくださり，私が信仰とキリスト･イエスからの愛を得られるようにしてくださいました。



^ 11節 （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^ 12節 （マタ 25:34-40） それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。 37 その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。



^ 12節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 12節 （使徒 10:42） この方は，自分が生きている人と死んでいる人を裁くために神によって定められた者であることを，民に伝道して徹底的に知らせるように，と命じました。



^ 12節 （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^ （ルカ 16:9） また，あなたたちに言いますが，この世の富によって友をつくり，そうした物が尽きた時に永遠の住まいに迎え入れてもらえるようにしなさい。



^ 13節 （ルカ 16:9） また，あなたたちに言いますが，この世の富によって友をつくり，そうした物が尽きた時に永遠の住まいに迎え入れてもらえるようにしなさい。



^ 13節 （格 19:17） 立場が低い人に親切にする人はエホバに貸しており， 神はその行いに報いて*くださる。

または，「返して」。


^ （エフェ 4:15， 16） 真理を語り，愛によって，頭であるキリストを目指して全ての点で成長していきましょう。 16 キリストの下に，体全体は，各関節が役割を果たすことにより，見事に組み合わされて協力し合います。各部が正しく機能するとき，体は成長していき，愛によって力づけられ*ます。

または，「建てられ」。


^ 14節 （エフェ 4:15， 16） 真理を語り，愛によって，頭であるキリストを目指して全ての点で成長していきましょう。 16 キリストの下に，体全体は，各関節が役割を果たすことにより，見事に組み合わされて協力し合います。各部が正しく機能するとき，体は成長していき，愛によって力づけられ*ます。

または，「建てられ」。


^ 15節 （ヨハ 14:2， 3） 私の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったなら，そのことを告げたことでしょう。私はあなたたちのために場所を整えに行こうとしているのです。 3 行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです。



^ 15節 （イザ 9:6， 7） 私たちのために子が生まれた。 私たちに男子が与えられた。 彼は肩に統治の責任を負い， 素晴らしい助言者，力強い神，永遠の父，平和の統治者と*呼ばれる。  7 彼の統治*は限りなく栄え， 平和がいつまでも続く。 彼はダビデの王座につき， 王国によって統治する。 その王国は公正と正義によって確立され， 今もこれからもずっと存続する。 大軍を率いる熱心な神エホバがそうならせる。

または，「という名で」。
または，「政府」。







研究記事18

「競走を最後まで走り」ましょう


「競走を最後まで走りました」。テモテ第二 4:7

129番の歌 決して負けない 最後まで

何を学ぶか*




 1. 私たちには何が求められていますか。

あなたは疲れている時や具合が悪い時に，きついと分かっている競走を走りたいと思いますか。走りたくはないでしょう。それでも使徒パウロは，クリスチャン全てが競走に参加していると言いました。（ヘブ 12:1）エホバが与えてくださる賞を得るには，若い人も年長の人も，元気な人も疲れている人も，最後まで忍耐して走り続ける必要があります。（マタ 24:13）

 2. テモテ第二 4章7，8節にあるように，パウロが走るよう勧めることができたのはなぜですか。

2 パウロは「競走を最後まで走[った]」ので，私たちにも走るよう勧めることができました。（テモテ第二 4:7，8を読む。）どんな競走について述べていたのでしょうか。






どんな競走か


 3. パウロはどんな競走について述べていましたか。

3 パウロは古代ギリシャの競技を例えにして，大切な点を教えました。（コリ一 9:25-27。テモ二 2:5）クリスチャンの生き方を長距離走に例えたことも何度かあります。（コリ一 9:24。ガラ 2:2。フィリ 2:16）クリスチャンは，エホバに献身しバプテスマを受けた時からこの「競走」に加わります。（ペテ一 3:21）ゴールまで走り続けた人に，エホバは永遠の命という賞を与えます。（マタ 25:31-34，46。テモ二 4:8）

 4. この記事ではどんなことを考えますか。

4 長距離走とクリスチャンの生き方は，どこが似ていますか。類似点は幾つかあります。3つの点を考えましょう。第一に，正しいコースを走ります。第二に，ゴールにいつも思いを向けます。第三に，障害を乗り越えます。






正しいコースを走る




[image: 走っている人のイラスト。年配の兄弟と若い兄弟が伝道中に楽しく話している。]

私たちは皆，クリスチャンの競走を走り続けなければならない。（5-7節を参照。）*





 5. 私たちはどんな道を走らなければなりませんか。なぜですか。

5 競技で賞を得るには，主催者が決めたコースを走らなければなりません。永遠の命という賞を得るには，イエスに倣い，命の道を走らなければなりません。（使徒 20:24。ペテ一 2:21）しかし，サタンとサタンに倣う人たちは，別の道に行かせようとします。自分たちが走るのと同じ道を「一緒に走[らせ]」ようとします。（ペテ一 4:4）クリスチャンの生き方をあざけります。自分たちの道の方が優れていて，自由が得られる，と言います。でも，その主張は間違っています。（ペテ二 2:19）

 6. ブライアンの例から何を学べますか。

6 サタンが行かせようとしている道を走っている人たちはいずれ，そのまま行くと自由になるどころか奴隷になってしまう，ということに気付きます。（ロマ 6:16）ブライアンの例を考えてみましょう。ブライアンは両親から，イエスの生き方に倣うよう教えられてきました。しかし10代になると，その生き方が窮屈に思えてきました。サタンが勧める生き方をする仲間たちと時間を過ごすようになりました。こう言っています。「“自由”を得ようとすればさまざまな悪い習慣に陥る，とは思ってもいませんでした。……やがて，薬物やアルコールを乱用し，不道徳な生き方をするようになりました。その後数年にわたって徐々に強い薬物に手を出し，その多くをやめられなくなりました。……そうした生活を続けるために薬物を売り始めました」。ブライアンは後にエホバの基準通りに生きることにしました。生き方を改め，2001年にバプテスマを受けました。今はイエスの生き方に倣い，本当に幸せだと感じています。*

 7. マタイ 7章13，14節に書かれている通り，どんな2つの道がありますか。

7 正しいコースを走ることは本当に大切です。サタンは，私たちが「命に至る」狭められた道を走るのをやめさせようとします。そして，今の世界の多くの人が走っている広々とした道に行かせようとします。広々とした道は，人気のある走りやすい道ですが，「滅びに至[り]」ます。（マタイ 7:13，14を読む。）正しいコースを走り続け，それないためには，エホバに頼り，エホバの指示に従う必要があります。






ゴールに思いを向け続ける




[image: レース中につまずいた人のイラスト。年長の兄弟が，客である年下の兄弟に，お酒をもっと飲むよう勧めている。年下の兄弟は断っている。]

ゴールに思いを向け，つまずかせないようにする。（8-12節を参照。）*





 8. 走者はつまずいたとしても，どうしますか。

8 長距離走の走者は，自分が進む道の先をしっかり見て，つまずかないようにします。でも，他の走者とぶつかって転んだり，道のくぼみに足を取られたりすることがあります。たとえ転んでも立ち上がって，また走り続けます。何のせいでつまずいたかを考え続けるのではなく，ゴールと賞に思いを向け続けます。

 9. 私たちは，つまずいたとしてもどうすべきですか。

9 クリスチャンの競走で，私たちは何度もつまずきます。言葉や行動で過ちを犯すのです。仲間の走者が犯す過ちによって傷つくこともあります。私たちは皆不完全であり，命に至る狭められた道を一緒に走っているからです。ですから，時にはぶつかることもあります。パウロも，私たちが互いに「不満を感じる」ことがあると言っています。（コロ 3:13）自分や仲間の過ちについて考え続けるのではなく，賞に思いを向け続けましょう。つまずいたとしても，立ち上がって走り続けましょう。腹を立てて立ち上がろうとしないなら，ゴールすることはできず，賞をもらえません。それだけでなく，命に至る狭められた道を走っている他の走者の進路を妨げてしまうかもしれません。

10. どうすれば，仲間の「信仰の妨げ」とならないで済みますか。

10 仲間の走者の「信仰の妨げ」とならないようにするには，自分のやり方を押し付けるのではなく，仲間の好みを尊重する必要もあります。（ロマ 14:13，19-21，脚注。コリ一 8:9，13，脚注）この点は，文字通りの競走とは大きく異なっています。走者は普通，自分だけが賞を得るために他の走者と競い合います。自分が勝つことだけを考えます。誰よりも前に出ようとします。一方，クリスチャンの競走では競い合うことはしません。（ガラ 5:26; 6:4）自分がゴールすることだけでなく，できるだけ多くの人がゴールして命の賞を得られるよう助けることを目指します。「自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう」というパウロの勧めの通りにします。（フィリ 2:4）

11. 走者は何に思いを向けますか。なぜですか。

11 文字通りの走者は，前方の道を見つめながらも，ゴールに思いを向けます。まだゴールが見えなくても，自分がゴールし賞をもらっているところをイメージします。そのことが走り続ける力になります。

12. エホバはどんな賞を与えてくださいますか。

12 クリスチャンの競走では，エホバは親切にも，完走する人に必ず賞を与えてくださいます。天での，または楽園となる地上での永遠の命という賞です。聖書に記されている約束を読むなら，どれほど素晴らしい賞が待ち受けているかをイメージできます。希望を鮮明に思い描くなら，最後まで走り続けようという決意が強まります。






障害があっても走り続ける




[image: 雨の中，上り坂を走っている人のイラスト。年長の兄弟が入院中に医師にパンフレットを渡している。]

難しい状況でも命に至る道を走り続ける。（13-20節を参照。）*





13. 私たちはどんな点で文字通りの走者とは違いますか。

13 古代ギリシャの競技に参加した走者は，疲れや痛みを感じても走り続けました。頼ることができたのは，積み重ねてきた訓練と自分の体力だけでした。私たちもクリスチャンの競走を走るための訓練を受けています。ただ文字通りの走者とは違って，私たちはエホバが与えてくださる無限の力に頼ることができます。エホバに頼るなら，エホバは私たちを訓練するだけでなく，強い人にしてくださると約束しています。（ペテ一 5:10）

14. 障害を乗り越える上でコリント第二 12章9，10節はどのように助けになりますか。

14 パウロは，さまざまな障害を乗り越えなければなりませんでした。侮辱されたり，迫害されたりしました。自分の弱さを感じることや，「体[の]1つのとげ」に悩まされることもありました。（コリ二 12:7）それでも，障害をエホバに頼る機会と見なし，諦めずにエホバに仕え続けました。（コリント第二 12:9，10を読む。）そのような見方をしていたので，試練の間ずっとエホバに支えてもらえました。

15. パウロに倣うなら，どんな経験ができますか。

15 私たちも，信仰ゆえに侮辱されたり，迫害されたりすることがあります。病気になったり，疲れを感じたりすることもあります。でもパウロに倣うなら，そうした障害はエホバに優しく支えてもらう機会となります。

16. 老化や病気という問題を抱えていても何ができますか。

16 あなたは，車椅子や寝たきりの生活を送っていますか。足腰が弱くなり，視力が衰えていますか。そのような状態でも，若くて健康な人たちと一緒に走れるのでしょうか。走れます！ 老化や病気と闘いながらも，命の道を走っている人たちがたくさんいます。自分自身の力で走っているのではありません。電話回線で集会の内容を聞いたり，ストリーミングで集会の動画を視聴したりして，エホバから力を得ているのです。医師や看護師や親族に信じていることを話して，人々を弟子とする活動に参加しています。

17. できることが限られているとしても，エホバはどう見てくださいますか。

17 「私にはできることが限られているので，命に至る道を走ることなどできない」とは考えないでください。エホバは，あなたの信仰とこれまでずっとエホバに仕えてきたことに注目し，あなたをとても大切に思っています。エホバの支えを今まで以上に必要とするあなたを，エホバは決して見捨てません。（詩 9:10）さらに力強く支えてくださいます。病気と闘っているある姉妹はこう言っています。「健康上の問題が次々にのしかかり，他の人に真理を伝える機会が減っています。それでも，私が払う小さな努力をエホバが喜んでくださることが分かるので，幸せです」。気落ちすることがあっても，あなたは独りではありません。パウロの手本について考え，次の言葉を思い出しましょう。「私は，弱いところ……を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです」。（コリ二 12:10）

18. 別のどんな障害を抱えている人がいますか。

18 命に至る道を走っている人の中には，別の障害を抱えている人もいます。他の人から理解してもらいにくい問題と闘っています。例えば，エホバに仕える仲間の中にも，うつ病や極度の不安に苦しんでいる人がいます。そうした問題が特に難しいのはなぜですか。腕を折ったり，車椅子に乗ったりしていれば，誰もが気付いて支えようとします。でも，感情的あるいは精神的な不調を患っている場合は，表面には表れません。心の病気も骨折と同じほどつらいのに，それに気付いて手を差し伸べてくれる人が少ないのです。

19. メピボセテの手本から何を学べますか。

19 思い通りに動けなかったり，誤解されていると感じたりすることがありますか。そうであれば，メピボセテの手本から励みが得られます。（サム二 4:4）メピボセテは，体が不自由でした。加えて，ダビデ王から誤解されてしまいました。メピボセテに非はありませんでした。それでも，腹を立てることはなく，自分が得ている良いものに目を留めました。ダビデに親切にされたことへの感謝を忘れませんでした。（サム二 9:6-10）ダビデから誤解されても，物事を広い視野で見ることができました。ダビデを恨むことはありませんでした。ダビデがしたことをエホバのせいにすることもありませんでした。エホバが選んだ王を支援するために何ができるか，ということに思いを向けました。（サム二 16:1-4; 19:24-30）エホバは，メピボセテの立派な手本を私たちのために聖書に収めてくださいました。（ロマ 15:4）

20. どんな不安を抱えている人もいますか。そのような人をエホバはどう見ていますか。

20 兄弟姉妹の中には，極度の不安を抱え，人混みの中でひどく緊張したり，人目が気になったりしてしまう人がいます。人が大勢いる所は苦手ですが，だからといって集会や大会を休んだりはしません。知らない人に話し掛けるのは苦手ですが，伝道に出掛け真理を伝えます。あなたも日々葛藤している人の1人かもしれません。同じ悩みを抱えた仲間がたくさんいます。精一杯努力しているあなたを，エホバはいとおしく思っています。命に至る道を諦めずに走り続けていること自体，エホバがあなたを祝福し，必要な力を与えておられる証拠です。* （フィリ 4:6，7。ペテ一 5:7）身体的または感情的な問題ゆえにできることが限られているとしても，エホバに仕えるあなたのことをエホバは喜んでいます。

21. エホバの助けがあれば，私たち全ては何を達成できますか。

21 パウロが述べたクリスチャンの競走には，文字通りの競走とは異なる点があります。聖書時代，文字通りの競走では，1人しか賞を得ることはできませんでした。クリスチャンの競走では，完走した人全員に永遠の命という賞が与えられます。（ヨハ 3:16）文字通りの競走では，体調が万全でないと勝利は望めません。でも私たちは，体の限界を感じながらも諦めません。（コリ二 4:16）私たち全ては，エホバに助けられつつ競走を最後まで走り切ることができるからです。







どのように答えますか


	  パウロはどんな競走について述べましたか。



	  どんな障害を抱えることがありますか。



	  走り続けるのに何が役立ちますか。









144番の歌 報いを見つめて

^ 5節 エホバに仕える人の中には，老化や，体力を奪う病気と闘っている人たちがいます。誰でも疲れを感じる時があります。ですから競走を走るようにと言われると，自分には無理だと思うかもしれません。この記事では，使徒パウロが述べている，命を目指す競走でどうすれば走り続け，賞を得られるか，という点を考えます。


^ 6節 「ものみの塔」2013年1月1日号の「聖書は人の生き方を変える」という記事を参照。


^ 20節 不安に対処する方法や対処した人の経験については，jw.org®で2019年5月のマンスリープログラムをご覧ください。（ホーム > ライブラリー > JW Broadcasting®）




^ 63節 写真や挿絵: 年配の兄弟が活発に伝道し，クリスチャンの競走のコースからそれずに走っている。


^ 65節 写真や挿絵: お酒をもっと飲むようにと強要したり，飲み過ぎたりするなら，他の人の信仰の妨げとなるかもしれない。


^ 67節 写真や挿絵: 兄弟は入院中でも，病院のスタッフに信じていることを話して，クリスチャンの競走を走り続けている。






^ （テモ二 4:7） 私は立派に戦いました。競走を最後まで走りました。クリスチャンの信条を守りました。



^ 1節 （ヘブ 12:1） それで，これほど大勢の*証人たちに囲まれているのですから，私たちもあらゆる重荷と，すぐに絡み付く罪を捨て，参加している競走を忍耐して走りましょう。

または，「大きな雲のような」。


^ 1節 （マタ 24:13） しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。



^ （テモ二 4:7， 8） 私は立派に戦いました。競走を最後まで走りました。クリスチャンの信条を守りました。 8 今から後，私は正義の冠を授けられることになっています。その冠は，正しく裁く方である主が，定めの日に報いとして与えてくださるものです。私だけにではなく，主が現れるのを待ち望んできた人全てに与えてくださいます。



^ 2節 （テモ二 4:7， 8） 私は立派に戦いました。競走を最後まで走りました。クリスチャンの信条を守りました。 8 今から後，私は正義の冠を授けられることになっています。その冠は，正しく裁く方である主が，定めの日に報いとして与えてくださるものです。私だけにではなく，主が現れるのを待ち望んできた人全てに与えてくださいます。



^ 3節 （コリ一 9:25-27） また，競技に参加する人*は皆，どんなことについても自制します。もちろん，そのようにして彼らが得ようとするのは朽ちる冠ですが，私たちの場合は朽ちない冠です。 26 それで私は，どこに向かっているか分からないような走り方をしてはいません。空振りになるようなこぶしの振るい方もしてはいません。 27 自分の体を打ちたたき*，奴隷にして従わせます。人々に伝道しておきながら，私自身が何かのことで退けられない*ためです。

または，「運動選手」。
または，「処罰し」，「厳しく訓練し」。
または，「失格にならない」。


^ 3節 （テモ二 2:5） 競技に参加する人は，規則に従って競技しなければ賞*を得られません。

または，「冠」。


^ 3節 （コリ一 9:24） 競走では走者全員が走りますが，賞を得るのは1人だけだということを，皆さんは知らないのですか。賞を得られるような走り方をしてください。



^ 3節 （ガラ 2:2） 上っていったのは啓示があったからで，異国の人々に伝えている良い知らせについて兄弟たちに話しました。といっても，主立った人たちだけに話しました。自分が無駄に走っていないこと，また無駄に走ってこなかったことを確かめるためです。



^ 3節 （フィリ 2:16） 命の言葉をしっかりつかんでいます。私はキリストの日に喜べるでしょう。かつて走ったり努力したりしたことが無駄ではなかったと確信できるからです。



^ 3節 （ペテ一 3:21） これに相当するものであるバプテスマ*（肉体の汚れを除くことではなく，健全な*良心を神に願い求めること）により，今皆さんはイエス･キリストの復活を通して救われています。

用語集参照。
または，「晴れ晴れとした」，「正しく機能する」。


^ 3節 （マタ 25:31-34） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。



^ 3節 （マタ 25:46） この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。



^ 3節 （テモ二 4:8） 今から後，私は正義の冠を授けられることになっています。その冠は，正しく裁く方である主が，定めの日に報いとして与えてくださるものです。私だけにではなく，主が現れるのを待ち望んできた人全てに与えてくださいます。



^ 5節 （使徒 20:24） そうだとしても，自分の走路を走り通し，主イエスから受けた奉仕をやり遂げることさえできれば，私は自分の命を少しも惜しいとは思いません*。神の惜しみない親切に関する良い知らせを徹底的に伝えます。

または，「私にとって自分の命は少しも重要ではありません」。


^ 5節 （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。



^ 5節 （ペテ一 4:4） 堕落した放蕩の道を皆さんが人々と一緒に走り続けることはありません。それで人々は戸惑い，皆さんのことを悪く言います。



^ 5節 （ペテ二 2:19） 自由になれると約束しながら，自分自身が腐敗の奴隷になっています。誰かに打ち負かされる人は，その人の奴隷になる*からです。

または，「何かに打ち負かされる人は，それの奴隷になる」。


^ 6節 （ロマ 6:16） 皆さんは次のことを知らないのですか。自分を奴隷として誰かに差し出して従うなら，従う相手の奴隷になります。罪の奴隷となって死へと導かれるか，従順の奴隷となって正しいことへと導かれるか，どちらかなのです。



^ （マタ 7:13， 14） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。



^ 7節 （マタ 7:13， 14） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。



^ 9節 （コロ 3:13） 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバ*が寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。

付録A5参照。


^ 10節 （ロマ 14:13） ですから，もう兄弟を批判することがないようにしましょう。同時に，過ちのもと*となることを兄弟の前でしないことを決意しましょう。

または，「信仰の妨げ」。


^ 10節 （ロマ 14:19-21） ですから，平和に役立つことや，励まし合う助けになることを何でも行いましょう。 20 もう食べ物のために，神の働きを台無しにしてはなりません。確かに全ての物は清いのですが，過ちのもと*となる場合には，食べることは有害です*。 21 肉を食べることやぶどう酒を飲むことなど，兄弟に過ちを犯させる*ような事柄は何も行わないのがよいでしょう。

または，「信仰の妨げ」。
または，「間違っています」。
または，「兄弟の信仰を妨げる」。


^ 10節 （コリ一 8:9） しかし，その選択の権利によって弱い人たちに過ちを犯させて*しまうことがないよう，常に注意してください。

または，「弱い人たちの信仰を妨げて」。


^ 10節 （コリ一 8:13） それで，食物によって私の兄弟に過ちを犯させ*ることになってしまうなら，私はもう決して肉を食べません。私の兄弟に過ちを犯させ*ないためです。

または，「兄弟の信仰を妨げ」。
または，「兄弟の信仰を妨げ」。


^ 10節 （ガラ 5:26） 自己中心的になって*はなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう。

または，「うぬぼれて」。


^ 10節 （ガラ 6:4） 一人一人，自分の行いについてよく考えましょう。そうすれば，人と比べて喜ぶのではなく，自分自身のことを喜べます。



^ 10節 （フィリ 2:4） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。



^ 13節 （ペテ一 5:10） 皆さんが少しの間苦しんだ後，惜しみない親切に満ちる神は，皆さんの訓練を終えます。永遠の栄光を与えるためにキリストを通して招いてくださった神が，皆さんをしっかりした人，強い人，揺らぐことのない人にしてくださるのです。



^ （コリ二 12:9， 10） しかし主はこう言いました。「私はあなたに惜しみない親切をすでに十分に示している。人が弱い時にこそ，私の力は完全に発揮されるのである」。それで私は，自分の弱いところについて喜んで誇り，キリストの力が天幕のように私を覆い続けるようにします。 10 私は，弱いところ，侮辱，窮乏，迫害，困難を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです。



^ 14節 （コリ二 12:7） 特別な啓示を受けたということで過大評価してほしくないのです。 私は，思い上がることがないよう，体に1つのとげを刺されました。それはサタンの使いであり，私が思い上がらないよう，いつも平手打ちをして*きます。

または，「打ちたたいて」。


^ 14節 （コリ二 12:9， 10） しかし主はこう言いました。「私はあなたに惜しみない親切をすでに十分に示している。人が弱い時にこそ，私の力は完全に発揮されるのである」。それで私は，自分の弱いところについて喜んで誇り，キリストの力が天幕のように私を覆い続けるようにします。 10 私は，弱いところ，侮辱，窮乏，迫害，困難を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです。



^ 17節 （詩 9:10） あなたの名を知っている人はあなたに頼る。 エホバ，あなたはご自分に導きを求める人を決して見捨てない。



^ 17節 （コリ二 12:10） 私は，弱いところ，侮辱，窮乏，迫害，困難を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです。



^ 19節 （サム二 4:4） サウルの子ヨナタンには，両足が不自由な息子がいた。その子が5歳の時，エズレルからサウルとヨナタンの死の知らせがあり，乳母はその子を抱え上げて逃げだしたが，慌てていたために落としてしまい，その子は足が不自由になった。名前はメピボセテといった。



^ 19節 （サム二 9:6-10） サウルの子ヨナタンの子メピボセテがダビデのもとにやって来て，すぐにひれ伏した。ダビデが「メピボセテ！」と言うと，彼は「はい，王よ」と言った。 7 ダビデは言った。「恐れることはありません。あなたの父親ヨナタンのために，私は必ずあなたに揺るぎない愛を示します。あなたの祖父サウルの土地を全てあなたに返します。あなたはいつも私の食卓で食事をすることになります」。 8 メピボセテはひれ伏して，「私が何者だというので，私のような死んだ犬に目を留めてくださるのですか」と言った。 9 王はサウルの従者ツィバを連れてこさせ，こう言った。「サウルとその一家全体のものを全て，あなたの主人の孫に与えます。 10 彼のためにあなたは土地を耕してください。あなたの子たちも召し使いたちもです。あなたは実った物を集め，あなたの主人の孫の家族に食物として与えます。あなたの主人の孫メピボセテは，いつも私の食卓で食事をすることになります」。 ツィバには15人の息子と20人の召し使いがいた。



^ 19節 （サム二 16:1-4） ダビデが山頂から少し下ると，メピボセテの従者ツィバが会いに来ていた。くらを置いた1対のロバを連れ，それにパン200個，干しぶどうの菓子100個，夏の果物*の菓子100個，ぶどう酒の入った大きなつぼを載せていた。 2 王はツィバに言った。「これらの物をどうして持ってきたのですか」。ツィバは答えた。「ロバは王の家の方たちに乗っていただくため，パンと夏の果物は部下の方たちに食べていただくため，ぶどう酒は荒野で疲れ切った方たちに飲んでいただくため，持ってまいりました」。 3 王は言った。「ところで，あなたの主人の孫*はどこにいますか」。ツィバは王に言った。「今，エルサレムにとどまっております。彼は，『今日，イスラエル国民は祖父*の王権を私に返すことになる』と言っていました」。 4 王はツィバに言った。「メピボセテのものは全部あなたのものです」。ツィバは言った。「あなたの前でひれ伏します。王の好意を得られますように」。

主にイチジク，もしかするとナツメヤシも。
直訳，「子」。
直訳，「父」。


^ 19節 （サム二 19:24-30） サウルの孫メピボセテも王を迎えに出た。メピボセテは，王が出ていった日から無事に帰還した日まで，足も洗わず，口ひげの手入れもせず，服も洗わなかった。 25 彼が王を迎えるためにエルサレムに*来た時，王は彼にこう言った。「メピボセテ，あなたはどうして私と一緒に来なかったのですか」。 26 メピボセテは言った。「ご主人さま，王よ，私は召し使いのたくらみにはまったのです。私は足が不自由ですので，『ロバに乗って王と一緒に行けるよう，くらを置いておいてください』と言ってありました。 27 それなのに，彼は王の前で私のことを中傷しました。ですが，王は真の神の天使のような方ですから，王が良いと思うことをなさってください。 28 私の父の家の者は皆，王に滅ぼされてもおかしくないのに，あなたは私を同じ食卓に着かせてくださいました。私には，これ以上何かを王に求める権利などございません」。 29 王はメピボセテに言った。「それ以上話さなくて結構です。こうします。あなたとツィバで畑を分け合いなさい」。 30 メピボセテは王に言った。「王が無事に家に戻られたのですから，全部彼のものになっても構いません」。

もしかすると，「から」。


^ 19節 （ロマ 15:4） 以前に書かれた事柄は皆，私たちを教えるために書かれました。そのおかげで私たちは忍耐でき，聖書から慰めを得られるので，希望を持っていられます。



^ 20節 （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^ 20節 （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^ 21節 （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類*を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。

直訳，「世」。


^ 21節 （コリ二 4:16） ですから，私たちは諦めません。たとえ私たちの外面*は衰えていくとしても，内面*は日々新しくされていくのです。

または，「外面の人」。
または，「内面の人」。







JW.ORGのおすすめコンテンツ





だれかが設計？

V字に開いたモンシロチョウの羽

効率の良いソーラーパネルを設計する際，エンジニアたちはモンシロチョウからどんなヒントを得たのでしょうか。

（ホーム > 聖書の教え > 科学と聖書 > だれかが設計？）

家族のために

意見が合わないとき

意見が合わないとき，どうすれば平和な関係を保てますか。

（ホーム > 聖書の教え > 結婚と子育て > 結婚）
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^ （啓 9:1-11） 第5の天使がラッパを吹いた。すると，天から地に落ちた星が見えた。その星である者に，底知れぬ深みに通じる穴を開く鍵が与えられた。 2 その者が底知れぬ深みに通じる穴を開くと，大きな炉から出るような煙が穴から立ち上り，その煙によって太陽と空*が暗くなった。 3 そして，煙の中からバッタの群れが地上に出てきた。そのバッタには，地上のサソリが持つのと同じ権威が与えられた。 4 バッタに告げられたのは，地上の植物を，どんな草や木も損なってはならないが，額に神の証印がない人々には害を加えてよい，ということだった。 5 バッタに許されたのは，人々を殺すことではなく，5カ月間苦しめることだった。人々が味わう苦しみは，サソリに刺された*時の苦しみのようだった。 6 その期間，人々は死のうとするが，死ぬことができない。死にたいと願っても，死が逃げ去っていく。 7 バッタの姿は，戦いの準備が整った馬に似ていた。頭には金の冠のような物をかぶっており，顔は人間の顔のようだった。 8 髪は女性の髪のようで，歯はライオンの歯のようだった。 9 そして，鉄の胸当てのようなものを着けていた。羽の音は，馬に引かれる多くの兵車が戦場へと急ぐ時の音のようだった。 10 また，バッタはサソリのように針がある尾を持ち，その尾には，人々に5カ月間害を加える権威がある。 11 バッタを治める王がおり，それは底知れぬ深みの天使である。その者の名は，ヘブライ語ではアバドン*であり，ギリシャ語ではアポルオン*である。

または，「空気」。
もしかすると，「バッタが与える苦しみは，サソリが刺す」。
意味，「滅び」。
意味，「滅ぼす者」。


^ 8節 （啓 9:1-11） 第5の天使がラッパを吹いた。すると，天から地に落ちた星が見えた。その星である者に，底知れぬ深みに通じる穴を開く鍵が与えられた。 2 その者が底知れぬ深みに通じる穴を開くと，大きな炉から出るような煙が穴から立ち上り，その煙によって太陽と空*が暗くなった。 3 そして，煙の中からバッタの群れが地上に出てきた。そのバッタには，地上のサソリが持つのと同じ権威が与えられた。 4 バッタに告げられたのは，地上の植物を，どんな草や木も損なってはならないが，額に神の証印がない人々には害を加えてよい，ということだった。 5 バッタに許されたのは，人々を殺すことではなく，5カ月間苦しめることだった。人々が味わう苦しみは，サソリに刺された*時の苦しみのようだった。 6 その期間，人々は死のうとするが，死ぬことができない。死にたいと願っても，死が逃げ去っていく。 7 バッタの姿は，戦いの準備が整った馬に似ていた。頭には金の冠のような物をかぶっており，顔は人間の顔のようだった。 8 髪は女性の髪のようで，歯はライオンの歯のようだった。 9 そして，鉄の胸当てのようなものを着けていた。羽の音は，馬に引かれる多くの兵車が戦場へと急ぐ時の音のようだった。 10 また，バッタはサソリのように針がある尾を持ち，その尾には，人々に5カ月間害を加える権威がある。 11 バッタを治める王がおり，それは底知れぬ深みの天使である。その者の名は，ヘブライ語ではアバドン*であり，ギリシャ語ではアポルオン*である。

または，「空気」。
もしかすると，「バッタが与える苦しみは，サソリが刺す」。
意味，「滅び」。
意味，「滅ぼす者」。


^ （啓 9:1-11） 第5の天使がラッパを吹いた。すると，天から地に落ちた星が見えた。その星である者に，底知れぬ深みに通じる穴を開く鍵が与えられた。 2 その者が底知れぬ深みに通じる穴を開くと，大きな炉から出るような煙が穴から立ち上り，その煙によって太陽と空*が暗くなった。 3 そして，煙の中からバッタの群れが地上に出てきた。そのバッタには，地上のサソリが持つのと同じ権威が与えられた。 4 バッタに告げられたのは，地上の植物を，どんな草や木も損なってはならないが，額に神の証印がない人々には害を加えてよい，ということだった。 5 バッタに許されたのは，人々を殺すことではなく，5カ月間苦しめることだった。人々が味わう苦しみは，サソリに刺された*時の苦しみのようだった。 6 その期間，人々は死のうとするが，死ぬことができない。死にたいと願っても，死が逃げ去っていく。 7 バッタの姿は，戦いの準備が整った馬に似ていた。頭には金の冠のような物をかぶっており，顔は人間の顔のようだった。 8 髪は女性の髪のようで，歯はライオンの歯のようだった。 9 そして，鉄の胸当てのようなものを着けていた。羽の音は，馬に引かれる多くの兵車が戦場へと急ぐ時の音のようだった。 10 また，バッタはサソリのように針がある尾を持ち，その尾には，人々に5カ月間害を加える権威がある。 11 バッタを治める王がおり，それは底知れぬ深みの天使である。その者の名は，ヘブライ語ではアバドン*であり，ギリシャ語ではアポルオン*である。

または，「空気」。
もしかすると，「バッタが与える苦しみは，サソリが刺す」。
意味，「滅び」。
意味，「滅ぼす者」。


^ （ヨエ 1:1-20） エホバがペトエルの子ヨエル*を通して語った言葉。  2 「長老たち，聞け。 この土地*の住民たち，皆，耳を傾けよ。 このようなことがあなたたちの時代にあったか。 父祖たちの時代にはどうだったか。  3 あなたたちの子たちに語れ。 その子たちは自分の子たちに語れ。 その子たちは次の世代に語れ。  4 食らい付くバッタが残したものは，群がるバッタが食べた。 群がるバッタが残したものは，羽のないバッタが食べた。 羽のないバッタが残したものは，食い荒らすバッタが食べた。  5 酔っぱらいたち，目を覚まして泣き悲しめ！ ぶどう酒に溺れる者たち，皆，泣き叫べ。 あなたたちの口に入る甘いぶどう酒はもうない。  6 強くて数の多い国民が，私の土地に来たからだ。 歯はライオンの歯のようで， 顎はライオンの顎のようだ。  7 私のブドウの木を荒らし，私のイチジクの木を切り株にした。 丸裸にし，小枝の皮まで剝いで，投げ捨てた。  8 花婿*を失って粗布をまとう乙女のように泣き叫べ。  9 エホバの家から穀物の捧げ物も飲み物の捧げ物もなくなり， 祭司たち，エホバの奉仕者たちは嘆く。 10 畑は荒れ果て，大地は嘆く。 穀物は荒らされ，新しいぶどう酒は干上がり，油は底を突いた。 11 耕作人たちは小麦と大麦のことでぼうぜんとし， ブドウの栽培人たちは泣き叫ぶ。 畑の収穫がなくなったからだ。 12 ブドウの木は枯れ，イチジクの木もしおれた。 ザクロの木，ヤシの木，リンゴの木，野原の全ての木が枯れた。 民の喜びは屈辱に変わったのだ。 13 祭司たち，粗布をまとって嘆き悲しめ*。 祭壇の奉仕者たち，泣き叫べ。 神の奉仕者たち，中に入り，粗布をまとって夜を過ごせ。 神の家に，穀物の捧げ物も飲み物の捧げ物も集まらなくなったからだ。 14 断食を呼び掛けよ。特別な集まりを招集せよ。 長老たちとこの土地の住民全てをエホバ神の家に集め， エホバに助けを叫び求めよ。 15 災いだ！ その日が来る。 エホバの日は近い。 その日は全能者による破壊のように来る。 16 目の前から食べ物が取り去られ， 神の家から喜びも楽しさも取り去られた。 17 シャベルの下で，種*はしぼんだ。 倉庫は荒らされ，穀物倉は壊された。 穀物が尽きたから。 18 家畜までがうめく。 牛の群れはさまよう。牧草がないからだ。 羊の群れも苦しむ」。 19 エホバ，私はあなたに呼び掛けます。 火が荒野の牧草を焼き尽くし， 炎が野原の全ての木をなめ尽くしたからです。 20 野獣までがあなたに助けを求めます。 川が枯れ，火が荒野の牧草を焼き尽くしたからです。

意味，「エホバは神」。
または，「地上」。
または，「夫」。
または，「胸をたたけ」。
もしかすると，「干しいちじく」。


^ （ヨエ 2:1-32） 「シオンで角笛を吹き鳴らせ！ 私の聖なる山でときの声を上げよ。 この土地*の住民は皆，震え上がれ。 エホバの日が来るからだ！ それは近い。  2 闇と暗闇の日，雲と濃い暗闇の日。 山々に広がる明け方の光のよう。 数が多くて強い民がいる。 そのようなものは，これまでいたことがない。 これからも二度と出てこない。 どの世代の年にも。  3 その前を火が焼き尽くし， その後ろを炎がなめ尽くす。 その前にある土地がエデンの園のようでも， 後ろでは荒れ果てた荒野になる。 何も逃れられない。  4 その姿は馬のよう。 軍馬のように走る。  5 山々のてっぺんを跳ね回る。 兵車のような音，わらを燃やす火のぱちぱちという音を立てて。 戦闘隊形を組んだ強い民のよう。  6 人々は苦しめられる。 皆の顔が青ざめる。  7 戦士のように突撃してくる。 兵士のように城壁をよじ登ってくる。 それぞれが自分の進路から離れず，道からそれない。  8 押し合うこともなく， それぞれが自分の進路を行く。 誰かが矢に撃たれて倒れても， 誰も隊列を乱さない。  9 町の中へ突き進み，城壁の上を走る。 家々に上り，泥棒のように窓から入り込む。 10 その時，地は震え，天は揺れる。 太陽と月は暗くなり，星も輝きを失う。 11 エホバは自分の軍勢の前で声を上げる。 その陣営には非常に多くの者がいる。 自分の言葉を実行する神*は強い。 エホバの日は非常に畏るべき大いなる日。 いったい誰が耐えられるだろうか」。 12 エホバは宣言する。 「今からでも，心を尽くして私のもとに戻れ。 断食し，涙を流し，泣き叫んで。 13 衣服ではなく心を引き裂き， あなたたちの神エホバのもとに戻れ。 神は思いやり*があって，憐れみ深く， すぐに怒らず，揺るぎない愛に満ちている。 神は災いについて考え直す*。 14 いったい誰が言えるだろう。 神が怒りを静めて考え直す*ことはない，とか， 私たちがエホバ神に穀物や飲み物を捧げられるよう，神が祝福*を残しておくことはない，などと。 15 シオンで角笛を吹き鳴らせ！ 断食を呼び掛けよ。特別な集まりを招集せよ。 16 民を集めよ。会衆*を神聖にせよ。 老人*たちを集合させよ。子供や乳児たちを集めよ。 花婿は奥の部屋から，花嫁は寝室から出よ。 17 祭司たち，エホバの奉仕者たちは， 玄関と祭壇の間で泣き悲しんで言え。 『エホバ，あなたの民を哀れに思ってください。 あなたの財産である人たちが国々に支配されて，軽蔑の的になるようにはしないでください。 人々が，「彼らの神はどこにいるのか」などと言ってよいでしょうか』。 18 そうすれば，エホバは自分の土地への熱い愛を表し*， 自分の民を思いやる。 19 エホバは民に答える。 『私はあなたたちに穀物と新しいぶどう酒と油を送る。 あなたたちは十分に満たされる。 私はもうあなたたちが国々の中であざけられるようにはしない。 20 私は北から来る者たちをあなたたちから遠ざけ， 乾いて荒れ果てた所に追いやる。 彼らの前衛を東の海*に，後衛を西の海*に追い払う。 彼らからひどい臭いが立ち上り，悪臭が立ち込める。 神は偉大なことを行うのである』。 21 大地よ，恐れるな。喜び，歓喜せよ。 エホバは偉大なことを行うからだ。 22 野原の動物たちよ，恐れるな。 荒野の牧草地は緑になる。 木々は実を付ける。 イチジクの木もブドウの木も豊かに実る。 23 シオンの子たち，エホバ神のことで喜び，歓喜せよ。 神は秋の雨を程よく降らせる。 あなたたちに豊かな雨を与える。 秋の雨と春の雨を，以前のように。 24 脱穀場は穀物でいっぱいになり， 搾り場は新しいぶどう酒と油であふれる。 25 群がるバッタ，羽のないバッタ， 食い荒らすバッタ，食らい付くバッタ， あなたたちの所に私が送り込んだ大軍が食い尽くした年月を， 私は埋め合わせる。 26 あなたたちは必ず満足するまで食べ， エホバ神の名を賛美する。 あなたたちのために神は奇跡を行ったから。 私の民は二度と恥をかかない。 27 あなたたちは知る。 私がイスラエルの中にいること， 私があなたたちの神エホバであり，ほかにはいないことを。 私の民は二度と恥をかかない。 28 その後，私は聖なる力*をあらゆる人に注ぐ。 あなたたちの息子や娘は預言し， 老人は夢を見，若者は幻を見る。 29 その時，私は聖なる力を私の男奴隷と女奴隷にも注ぐ。 30 私は天と地で不思議なこと*を見せる。 血と火，煙の柱である。 31 太陽は闇に，月は血に変わる。 エホバの大いなる畏るべき日が来る前に。 32 エホバの名を呼ぶ人は皆救われる。 エホバが言った通り，逃れた人たちがシオンの山とエルサレムにいることになる。 エホバが呼び寄せる，生き残る人たちである」。

または，「地上」。
もしかすると，「神の言葉を実行する者」。
または，「慈しみ」。
または，「悔やむ」。
または，「悔やむ」。
作物のこと。
用語集参照。
または，「長老」。
または，「土地のために熱心になり」。
死海のこと。
地中海のこと。
用語集参照。
または，「予告」。





^ ***喜歌 95番 光は明るさを増す***
95番
光は明るさを増す
（格言 4:18）
1. はるか昔 預言者は救いを待ち望み
聖なる力は示す 解放の道筋
時が来てメシア治め
そろう その証拠
この希望 深い知識 天使たちも願う
（※ 繰り返し）
真上に昇る日が真の道照らす
見失いはしない 神 導く道
2. イエスは奴隷を通し 深い真理 明かす
適切な時を選び 心に響かせる
時が来て輝き増し
強まる確信
この期待 深い感謝 神に抱き歩む
（※ 繰り返し）
真上に昇る日が真の道照らす
見失いはしない 神 導く道
（ロマ 8:22; コリ一 2:10; ペテ一 1:12も参照。）



^ ***喜歌 97番 神の言葉によって生きる***
97番
神の言葉によって生きる
（マタイ 4:4）
1. 日々の喜びと 描く希望
つづられた全て 神の恵み
従順でいたい 生きる限り
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
2. 過去の勇気ある真の模範
紡がれた記録 神の恵み
読んで学びたい 耐え抜くため
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
3. くじけそうな時 寄り添う知恵
つづられた全て 宝のよう
小声で読みたい 生きる限り
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
（ヨシュ 1:8; ロマ 15:4も参照。）



^ ***塔09 4/15 18–19ページ 創造物に見られるエホバの知恵***
14 わたしたちはイナゴからも学ぶことができます。体長が5㌢ほどしかない1匹のイナゴは取るに足りないもののように思えるかもしれませんが，イナゴの大群は畏怖の念を起こさせます。（箴言 30:27を読む。）猛烈な食欲を持つことで知られる，この疲れを知らない昆虫の群れは，収穫を待つ畑を瞬く間に食い尽くしてしまいます。聖書は，イナゴを含む昆虫の大群が飛んでくる音を，兵車の音や刈り株を焼き尽くす炎の音になぞらえています。（ヨエ 2:3，5）イナゴの群れの前進を食い止めようと火を燃やしても，大抵あまり効果がありません。なぜでしょうか。死んだイナゴの体が積み重なって火が消され，群れの残りは妨げられることなく進んで行くからです。王や指導者がいなくても，イナゴの大群はよく組織された軍隊のように動き，ほとんどどんな障害物でも乗り越えて行きます。 ―ヨエ 2:25。
15 預言者ヨエルは，エホバの僕たちの活動をイナゴの行動になぞらえました。こう書いています。「強力な者たちのように彼らは走る。戦人のように城壁を上る。また各自自分の道を行きつつ，その道筋を変えない。互いに押し合うこともない。走路を行く強健な男子のようにして彼らは進んで行く。飛び来る物の中で倒れる者がいるとしても，他の者は進路からそれない」。―ヨエ 2:7，8。
16 この預言は，神の王国の現代の宣明者たちをなんと適切に描写しているのでしょう。いかなる「城壁」のような反対も，宣べ伝える業を止めることはできていません。宣明者たちは，多くの人にさげすまれながらも神のご意志を行ない続けたイエスに見倣います。（イザ 53:3）確かに，クリスチャンの中には，信仰ゆえに処刑され，『飛び来る物の中で倒れた』殉教者もいます。それでも宣べ伝える業は続けられ，王国宣明者の数は増え続けています。実のところ，迫害が生じたために，普通なら王国の音信を聞く機会がなかったような人たちに良いたよりが伝えられたことも少なくありません。（使徒 8:1，4）あなたは，たとえ無関心や反対に直面したとしても，イナゴのようにくじけず粘り強く宣教奉仕を行なっていますか。―ヘブ 10:39。









^ ***喜歌 64番 喜んで収穫に参加する***
64番
喜んで収穫に参加する
（マタイ 13:1-23）
1. さあ収穫の時 特別な時代
広い小麦畑 すぐそこに見える
収穫の仕方はイエスが教える
共に働く人は幸福になれる
2. 神と人への愛 心にあふれる
もっと広く遠く真理教えよう
希望捨てないなら喜び味わう
収穫が終わるまで神と働こう
（マタ 24:13; コリ一 3:9; テモ二 4:2も参照。）



^ ***喜歌 57番 あらゆる人に伝道する***
57番
あらゆる人に伝道する
（テモテ第一 2:4）
1. エホバ神に倣って
あらゆる人に語る
公平な神エホバ
人々を引き寄せる
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
2. エホバはよく見ている
人の心の中を
どんな人であろうと
良い知らせ伝えよう
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
3. エホバに仕えるため
生き方変える人は
エホバに喜ばれる
そのことを伝えたい
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
（ヨハ 12:32; 使徒 10:34; テモ一 4:10; テト 2:11も参照。）









^ 7節 （王一 19:1-18） アハブは，エリヤがした全てのこと，預言者たち皆を剣で殺したことについてイゼベルに話した。 2 イゼベルはエリヤの所に使者を遣わし，こう伝えさせた。「もし私があしたの今ごろまでにあなたをあの預言者たちのようにしないなら，神々が私を厳しく罰しますように！」 3 エリヤは怖くなり，身を守るために立ち上がって逃げた。ユダの町ベエル･シェバに来て，従者をそこに残した。 4 そして荒野に入って1日の道のりを行き，エニシダの木の下に来てそこに座り，死ぬことを願って言った。「もう十分です！ エホバ，どうぞ私の命を取り去ってください。私は父祖たちに勝っていません」。 5 エリヤは横になり，エニシダの木の下で眠った。すると突然，天使が彼に触れ，「起きて，食べなさい」と言った。 6 エリヤが見ると，頭のそばに，熱した石に載せた丸いパンと水差しがあった。彼は食べて飲み，再び横になった。 7 その後，エホバの天使が再び戻ってきて，彼に触れて言った。「起きて，食べなさい。大変な旅になるからです」。 8 それで彼は起きてから食べて飲み，栄養を付けて，40日間ずっと*進み，やがて真の神の山ホレブに着いた。 9 エリヤはそこにあった洞窟に入り，そこで夜を過ごした。すると，エホバが彼に語り掛けた。「エリヤ，ここで何をしているのか」。 10 エリヤは言った。「私は，大軍を率いる神エホバにひたすら熱心に仕えてきました。イスラエルの民があなたの契約を捨て，あなたの祭壇を壊し，あなたの預言者たちを剣で殺したため，私だけが残りました。今，彼らは私の命を狙っています」。 11 神は言った。「外に出て，山の上でエホバの前に立ちなさい」。すると，エホバがそばを通り，暴風がエホバの前で山々を裂き，大岩を砕いていった。しかしエホバは風の中にはいなかった。風の後，地震があった。しかしエホバは地震の中にもいなかった。 12 地震の後，火が生じた。しかしエホバは火の中にもいなかった。火の後，穏やかで静かな声がした。 13 エリヤはそれを聞くとすぐに職服で顔を覆い，外に出て洞窟の入り口に立った。すると，次のように尋ねる声がした。「エリヤ，ここで何をしているのか」。 14 エリヤは言った。「私は，大軍を率いる神エホバにひたすら熱心に仕えてきました。イスラエルの民があなたの契約を捨て，あなたの祭壇を壊し，あなたの預言者たちを剣で殺したため，私だけが残りました。今，彼らは私の命を狙っています」。 15 エホバはエリヤに言った。「戻って，ダマスカスの荒野に行きなさい。そこに着いたら，ハザエルを選んで*シリアの王としなさい。 16 また，ニムシの孫エヒウを選んで*イスラエルの王とし，アベル･メホラの人である，シャファトの子エリシャ*を選んで*，あなたに代わる預言者としなさい。 17 ハザエルの剣を逃れる人をエヒウが殺し，エヒウの剣を逃れる人をエリシャが殺すのである。 18 イスラエルには，バアルにひざまずかず，口づけしなかった人たちがまだ7000人いる」。

直訳，「40日40夜」。
直訳，「に油を注いで」。用語集の「油を注ぐ」参照。
直訳，「に油を注いで」。
意味，「神は救い」。
直訳，「に油を注いで」。





^ ***喜歌 101番 一致して共に働く***
101番
一致して共に働く
（エフェソス 4:3）
1. 囲いに集まる羊は楽しむ
一致と平和の満ちる牧場
保とう一致 この絆
神への奉仕を仲良く果たそう
エホバの導き願いながら
2. 一致を求めて親切示せば
喜びあふれて愛が育つ
楽しい一致 この平和
仲間の幸せ強く願うなら
エホバは与える 真の一致
（ミカ 2:12; ゼパ 3:9; コリ一 1:10も参照。）



^ ***喜歌 87番 爽やかになれる場所***
87番
爽やかになれる場所
（ヘブライ 10:24，25）
1. エホバの道を知らない暗闇の時代
自分の歩み導く助けが必要
休まず行こう 集会 楽しく爽やか
互いに愛を表す行い 学べる
エホバの意志に従い いつも集まれば
真理を深く愛して正しく歩める
2. エホバは助け 与える 必要な時に
集まる時間取り分け信仰示そう
長老たちは優しく羊を教える
家族のような仲間の愛に包まれる
明るい時代待ちつつ いつも集まろう
エホバの知恵を学べる大事な集会
（詩 37:18; 140:1; 格 18:1; エフェ 5:16; ヤコ 3:17も参照。）









^ ***喜歌 13番 キリストは私たちの手本***
13番
キリストは私たちの手本
（ペテロ第一 2:21）
1. 愛のエホバ 私たちに独り子イエス与えた
愛を学び示すために 良い手本下さった
2. イエスいつも 神の言葉 生きていく支えにした
力を得て 父のために心込めて仕えた
3. よく学んで従いたい キリストの愛の手本
同じ愛を神に示し 神に賛美捧げる
（ヨハ 8:29; エフェ 5:2; フィリ 2:5-7も参照。）



^ ***喜歌 17番 「そう望みます」***
17番
「そう望みます」
（ルカ 5:13）
1. 親切 辛抱 イエスは示した
人を愛し慰めた 天から地に来て
関心示した 弱い人たちに
愛あるイエスは言った
「私はそう望む」
2. イエスの生き方 学ぶべき模範
心からの愛示す どんな人にでも
涙の友にはすぐに手を伸ばし
そばで寄り添い 言おう
「私はそう望む」
（ヨハ 18:37; エフェ 3:19; フィリ 2:7も参照。）









^ ***喜歌 129番 決して負けない 最後まで***
129番
決して負けない 最後まで
（マタイ 24:13）
1. 終わりまで耐え忍ぶために
思い出す イエスの模範を
痛み 耐えた
報い見つめ
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
2. たくさんの涙を流した
つらい日々やがて過去になる
未来見つめ
さあ進もう
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
3. 恐れない 諦めもしない
エホバの日 来るその時まで
耐えていこう
その日 近い
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
（使徒 20:19，20; ヤコ 1:12; ペテ一 4:12-14も参照。）



^ ***喜歌 144番 報いを見つめて***
144番
報いを見つめて
（コリント第二 4:18）
1. 光失くした人 豊かな色を見る
音を失くした人 歌声聞こえる
再び命得た家族を抱き締める
（※ 繰り返し）
そこにあなたもいる
報い見つめれば
2. 羊とライオンが草の上で遊ぶ
痛みも傷もない 悩みも病も
悲しみの涙が笑顔に変わる時
（※ 繰り返し）
そこにあなたもいる
報い見つめれば
（イザ 11:6-9; 35:5-7; ヨハ 11:24も参照。）



^ ***塔13 1/1 10–11ページ 聖書は人の生き方を変える***
聖書は人の生き方を変える
『ついに本当の意味で自由になりました』
ブライアン･ヒューイット
生まれた年: 1981年
生まれた国: アメリカ
かつては: 放とう息子だった
過去の歩み: わたしは，米国ウェスト･バージニア州北部のオハイオ川沿いにある静かな町，マウンズビルで生まれました。わたしは4人兄弟の上から2番目で，3人が男の子でしたから，家の中が静かになる時などめったにありませんでした。両親は，働き者で正直で，他の人たちを愛する人でした。我が家は決して裕福とは言えませんでしたが，必要な物はいつもありました。両親はエホバの証人で，わたしたち子どもに幼い時から聖書の諸原則を教え込むために最善を尽くしました。
しかしわたしは，思春期になる頃，心を誘惑されて，教えられていた事柄からすでに離れ始めていました。そして，聖書の諸原則に導かれた人生が有意義で満足のゆくものとなるのかどうかを疑問に思い，したいことを何でも自由にできないなら決して幸福にはなれない，と考えました。そのうちに，クリスチャンの集会に出席しなくなり，兄と妹もわたしに倣って反抗的な歩みをしました。両親はわたしたちを助けようとしてできる限りのことをしましたが，わたしたちはそれをはねつけました。
わたしは，自分の望んでいた“自由”を得ようとすれば様々な悪い習慣に陥る，とは思ってもいませんでした。ある日，学校からの帰り道，友人からたばこを勧められて，吸ってしまい，それ以降，ほかにも多くの有害な行為に加わりました。やがて，薬物やアルコールを乱用し，不道徳な生き方をするようになりました。その後数年にわたって徐々に強い薬物に手を出し，その多くをやめられなくなりました。そして，依存症の深みにはまり，そうした生活を続けるために薬物を売り始めました。
心の声をなんとか無視しようとしましたが，その度に自分の生き方が間違っていることを思い知らされました。それでも，『もうだめだ，元には戻れない』と思いました。パーティーやコンサートの会場で人々に囲まれていても，孤独に感じたり憂鬱になったりすることがよくありました。時には，両親がきちんとした善良な人であることを思い，自分がいかに遠くまで迷い出てしまったかを考えたりもしました。
聖書によってどのように生き方が変わったか: わたしは自分のことを諦めていましたが，他の人たちは諦めていませんでした。西暦2000年，両親からエホバの証人の地域大会に出席しないかと誘われ，わたしは渋々付いて行きました。意外なことに，やはり迷い出ていた兄と妹も出席しました。
大会中，わたしは1年ほど前のロック･コンサートの時にも同じ会場にいたことを思い出し，その時とは全く対照的であることに，心の底から感動しました。コンサート会場はゴミだらけで，たばこの煙が充満し，来場者の大半は無愛想で，音楽に込められたメッセージは憂鬱なものでした。しかし大会の会場では，純粋に幸福な人々に囲まれ，何年も会っていなかった人たちから，温かく歓迎されました。施設は清潔で，掲げられていたメッセージは希望に満ちたものでした。聖書の真理の及ぼす良い影響を目にしたわたしは，『自分はなぜこれを退けたのだろう』と思いました。―イザヤ 48:17，18。
そして，その大会後すぐ，クリスチャン会衆に戻ることを決意しました。兄と妹も，その大会で経験した事柄に心を動かされて，戻ることを決意し，わたしたち3人は，それぞれ聖書研究を司会してもらうことに同意しました。
わたしが特に心を動かされたのは，ヤコブ 4章8節の，「神に近づきなさい。そうすれば，神はあなた方に近づいてくださいます」という聖句です。神に近づきたければ生活を清いものにしなければならない，ということに気づきました。とりわけ，たばこをやめ，薬物やアルコールの乱用もやめる必要がありました。―コリント第二 7:1。
わたしは，それまでの友達との関係を断ち，エホバを崇拝する人たちの中で友達を作るようにしました。わたしの聖書研究の司会者であるクリスチャンの長老は，特に力になってくださいました。よく電話をくれたり，わたしの様子を見るために立ち寄ってくれたりしたのです。今でも，わたしの親友の一人です。
2001年の春，わたしは神への献身の象徴として水のバプテスマを受けました。兄と妹も受けました。両親や忠実を保っていた弟がどれほど喜んだか，想像していただけるでしょう。わたしたち家族はついにエホバへの崇拝において一つに結ばれたのです。
どんな益を受けたか: かつては聖書の諸原則を余りにも窮屈なものと思っていましたが，今ではそれを保護となるかけがえのないものと考えています。聖書のおかげで，薬物の売買をやめて社会の生産的な一員となることができたのです。
わたしにとって，エホバを崇拝する人々から成る世界的な兄弟関係の中にいられることは特権です。その人々は愛し合っており，神に仕えることにおいて一つに結ばれています。（ヨハネ 13:34，35）その兄弟関係の中から特別の祝福となる伴侶を与えられました。わたしの深く愛し，慈しむ，妻のエイドリアンです。夫婦で共に創造者に仕えるのは，大きな喜びです。
わたしは今，利己的な生き方をするのではなく，人々に神の言葉から益を得る方法を教える奉仕活動に全時間携わっており，そうすることで最大の幸福を味わっています。ですから，強い確信をこめて，『聖書はわたしの生き方を変えた』と言うことができます。わたしはついに本当の意味で自由になったのです。
[10ページの図版]
[10ページの図版]
[11ページの拡大文]
『聖書のおかげで，薬物の売買をやめて社会の生産的な一員となることができました』
[11ページの図版]
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